
ＰＲＥＸシンポジウム●パネルディスカッション 

 
◆パネルディスカッション 

 

 大阪市市長室の木村国際担当部長は、大阪市の

港湾局、それからドイツの駐在を含めまして、大

阪市の中では、国際交流課長、国際経済担当部長

を含めまして、長年にわたりまして、大阪市にお

きまして、国際交流を担当されている方です。 

関西の特色、魅力を生かした 
これからの時代の国際交流、 
人材交流の方向を探る 
 

 最後になりましたけれど、関西国際交流団体協

議会有田事務局長は、産経新聞の記者をへられま

して、１９９７年から現職に就かれておられます。

とくに現在は、ＮＰＯと企業、行政、あるいは教

育機関との協同の促進でありますとか、民間レベ

ルの国際交流事業のコーディネート、あるいはネ

ットワークの推進に取り組まれております。それ

からコメンテーターとしまして、ＰＲＥＸ会長の

井上義國も参加させていただいております。 

 

（司会） 

コーディネーターの高阪先生は、京都大学大学

院の終了ののちに、アジア経済研究所、京都大学

東南アジア研究センターを経られまして、１９９

４年より現職に就かれております。先生には一昨

年、昨年につづきまして、３年間つづけてＰＲＥ

Ｘシンポジウムのコーディネーターをお願いし

ております。 

それから本日は、関西経済連合会の青柳常務理

事、事務局長においでいただいております。青柳

さんは松下電器での国際ビジネスの豊富なご経

験に加えまして、1９９７年に関経連に活躍の場

を移されておりますが、その後も、関経連のほう

でも国際部長などを歴任されております。現在、

関経連の国際交流本部長も兼務されておられま

す。長年にわたって経済界の国際交流に携わって

おられる方でございます。 

大阪国際会議場の山下顧問は、大学をご卒業の

のちに、電通に入社をされました。そこで常務、

専務、副社長と要職を歴任されて、２０００年の

８月から、昨年６月まで、大阪国際会議場の社長

としてご活躍をされました。関西経済連合会では、

本日のテーマにも関係ございますが、文化、観光

委員会の委員長も務めておられます。 

 

 

それでは高阪先生、よろしくお願いいたします。 

 

 

高阪 章 

もう（このシンポジウムに出るのも）３回目

だなという思いで聞いていたんですが、基調講

演が非常におもしろくって、皆さんも非常に印

象深くお聞きになったと思いますが、ああいう

歴史の話を中学、高校のときも聞ききたかった

なと思いました。歴史というと、つい暗記物と

いう意識があったんですが、非常にビビッドに

いまにつながるお話だったというふうに思い

ます。 

私なんかも、――私の専門は国際経済なんで

すが――例えば、グローバリゼーションという

ような話をするとき、グローバリゼーションと

いうと、ついＩＴ化だとか、１９９０年代以降

の話のように思いますが、じつは産業革命ぐら

いのときは、第１回目のグローバリゼーション
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だったのですよというような話をします。その

ときに一番大きなグローバリゼーションのエ

ンジンになっているのは技術革新です。先ほど

北前船の話を少し伺ったのですが、要するに輸

送費というのは、どういう技術で、どういうと

ころに、どういうスピードで物を運べるかとい

うのにかかってくるわけです。それで（北前船

は西回りに）下関から回って、（瀬戸内海を）

こう来るというお話だったんですが、（東回り

の）太平洋側はやはり海が荒くて、当時の船の

技術では太平洋側のところを定期航路で結ぶ

というのは非常にむずかしかったわけです。産

業革命のときに、蒸気機関ができて、それから

ジャイロ・コンパス――これは１５世紀、１６

世紀ですが――その辺の技術革新がずっと進

んできて、大航海から大洋航海ができるように

なって、それで現在に至って来たというわけで、

ですからそういう話は、漠然と学生にしていた

わけですが、足元の、こういう話を聞きますと

「ああ、こうやって町ができて、こうやって（い

わば）自治体警察と市民の関係があって、町民

が自治、警察の一部を担って、町のガバナンス

に加わってきた」という話を聞いて、ほんとう

に私は何も知らなかったなとの思いを強くし

ました。 

せっかくの機会でありますので、きょうのパ

ネルディスカッションは、だいたい、こういう

ふうに話を進めていこうと思います。第１回目

には、パネリストの方々から、いま、それぞれ

の団体で国際交流に携わっておられますので、

その事業の内容のご紹介を含めて、現状を一渡

りお話いただこうと思います。それから、基調

講演のあと、皆さんいっぱい質問がおありだと

思います。それを踏まえて、ご自分のいまやっ

ておられることとつなげて、このパネルディス

カッションのテーマでもあります、これからの

国際交流に向けてのお話をしていただく。そう

いう段取りで進めて行こうと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。ではまず、各

団体での国際交流、それから人材交流のポイン

ト、そして事業の紹介というところを第１番目

のジョブとしまして、皆様、私の左の青柳さん

から順番に簡単にご紹介をしていただきたい

と思います。青柳さん、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

青柳 明雄 
関経連の青柳でございます。関経連で、人材

育成と国際交流を長年、リードされてきました

井上会長とか、国際会議場の山下顧問の横で、

こういう話をするのは非常につらいものがご

ざいますが、私の経験も踏まえまして、今まで

の関経連の取り組みについて、ちょっとご紹介

いたします。関経連の国際交流、あるいは人材

交流というのは、大きくわけまして３つの柱が

あります。国際交流、これはもう、今のこうい

う経済情勢と言いますか、もう日常茶飯事ある

いは四六時中、あるいは１日２４時間、各企業

が国際的な事業に携わっておりますので、どこ

まで国際交流ということを言えばいいのか、よ

くわからないんですが、ちょっと数字で申し上

げますと、ここ３年ぐらいの平均値ですが、１

年間に関経連が経済団体として、お受けする国

際的なお客様、団体、これが年間に最低１００

件あります。中には昨年でしたか、ジョージ・

Ｗ・ブッシュ大統領が来られるとか、あるいは

フランスのシラク大統領が来られるとか、そう

いう超大物が来られることもありますし、とき

には私は山東省のナントカ市の投資委員会で
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ありますが、投資のセミナーをやりたいとか、

大小、いろいろありますが、年間１００件、こ

れが関経連の事業報告書に載る件数が１００

件でして、事業報告に載らないものを入れると、

およそ１５０件ぐらいは、年間、海外の方と、

行き来しております。同時に、関経連として、

ミッション、使節団を出すことがありますので、

その辺を差し引きますと、もうほんとうに毎日

のように日本語以外の言葉が、中国語なり、英

語なりが､飛び交っているというのが、最近の

経済界の状況であろうかと思います。これが国

際交流。次の柱が、人材育成でして、これはそ

れこそ井上会長が、リーダーシップを大いに発

揮された分野ですが、１９８０年に関経連が、

アセアン諸国に初めて使節団を出しました。と

ころで関経連が一番最初に海外にミッション

を出したのが１９６９年ですから、そんなに古

い話ではありませんが、１９８０年に当時の松

下電器の松下正治さんをヘッドにアセアン諸

国にミッションを出した。そのときに各国、と

くにインドネシアで言われましたのが、アセア

ンにもたくさん経営者がいるんだけど、その当

時のもてはやされていた日本的な経営を、よく

わかっている人がいないんで、ぜひ、教えて欲

しいというような要請を受けまして、同年の１

９８０年の年末から、毎年、少しずつではあり

ますが、アセアン各国から、経営者をお呼びし

て、日本の経営なり、日本の経営者の考え方、

フィロソフィーなりをお話するというセミナ

ーを始め、昨年で、もう２６回目を迎えました

でしょうか。今までに参加された数が２８０名

程度です。ここ１０年ほどは、ＰＲＥＸさんに

具体的に、その事業をお願いしているところで

すが、そういう人材育成事業、もう１つは、「ア

セアン海外研修」と言いまして、毎年、たくさ

ん日本に来ていただくわけにはいかないので、

アセアン各国の企業の中堅層に対して、現地で

いろいろな経営スキルをお話するという、そう

いうアセアン海外研修を実施しております。こ

ちらのほうは、延べ参加者が、これも約８００

名弱あったかと思います。もう１つ、これは最

近、２００３年から始めた事業ですが、海外の、

そういう方に対する人材育成に加えて、日本人

で、よりアジア、あるいは中国で通用する方々

の育成をしようといことで始めましたのが、

「関経連アジア・ビジネススクール」ですかね、

そういう名前で始めておりまして、これは毎年

３０人強ぐらいの、関西に拠点を置く、日本の

企業の入社後、１０年ないし、１０数年経った

平均年齢が３５歳前後の方々を集めて、アジア

で通用する人材を育成しようという２週間ぐ

らいの大学院的なことをやっています。非常に

好評でして、当初、３年でやめようと思ったん

ですが、非常にいいということで、これも毎年、

夏から秋にかけてやっているんですが、すでに

今年は、何月何日から始めるんだろうかという

ような、こういうご要請をいただくような、育

成事業をやっています。もう１つありますのが、

人材交流です。これは２００１年から始めてい

ますが、日本と中国の経営者の経済討論会をや

っています。最初始めましたときは、中国の民

営企業の経営者５０名、日本側から２００名ぐ

らいの、２５０名規模の討論会でしたが、これ

も年々、参加者が増えまして、昨年は、中国か

ら２００名強、日本側から３００名を超える人

が参加いたしましたので、５００名規模の大規

模な交流会になっています。もう１つ大事なの

が、関西に進出された外資系企業の方、あるい

は各国の外交関係、総領事さん、こういう外国

の方と日本側の経営者の方に、お集まりいただ
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く、これも年に３回ぐらいやっておりますが、

関経連インターナショナルクラブというのを

やっていまして、ここでも、その時々にあった

テーマで意見交換をするという、以上のような

主な活動を展開しているところです。 

 

 

高阪 章 
次は大阪国際会議場の山下顧問、どうぞ。 

 

 

山下 和彦 
脇田先生の基調講演に触発されまして、ちょ

っと前説をふらしていただきたいと思うんで

すが、古来から大阪の地というのは、たいへん

交流の、日本でも最も大きな拠点であった。こ

れは、どういうことかと言うと、必ず、日本人

は、一生に１回ぐらいをお伊勢参りに行くわけ

ですね、お伊勢講というのがありまして、お伊

勢参り、そのものは言ってみると、コンベンシ

ョンみたいなものなんですね。コンベンション

には必ずアフター・コンベンションとか、エク

スカーションというのは、付き物でありますが、

このお伊勢講のエクスカーションが、この大阪

が、拠点であったんです。そして、そこで道頓

堀の五座で芝居を見たり、旨いものを食ったり、

そして、もうちょっと足を伸ばす人は、三十石

船に乗って、京都へ行ったり、それから毎日、

一便、じつは金毘羅船というのが出ていたんで

すね。金毘羅さんまで行って来るというような

こともあった。そして、そういうことを全部や

っていたのが、現在の交通公社みたいな仕事を

やっていたのが、脇田先生のお話にあった日本

橋、元の長町、そこに旅館街がありまして、そ

の旅館街が、そういった仕事をしていたんです。

さらに彼らが、もっと、おもしろいことをやっ

ているのは、土産物をたくさん買ってくるわけ

ですから、それを旅の途中、たくさん持って帰

るわけにはいきませんので、彼らが、家に着い

たときには、届いているという現在の宅急便の

ような制度を、すでにやっていたという記録が

ありまして、そういう点では、常に大阪は、交

流の拠点であったということです。そういうＤ

ＮＡが、この大阪近郊には渦巻いているという

ことを前提として考えていきたい。 

それから、じつは、ＷＴＯ、世界観光機関が、

推測しておりますところによると、２０２０年

には、世界中で、移動する人間が１６億人に達

するであろうと、こういうふうに言っています。

これは現在のだいたい、３倍弱の人が、２０２

０年には動いて、いわゆる観光ビッグバン、大

交流時代が、訪れるということを、すでに予測

しているわけです。ただ、前提としては、まず

は、平和であること。これが戦争が起きるとか、

あるいは、一時のＳＡＲＳのような流行病がは

やるとか、いうようなことがない平和というこ

と。それからもう１つは、今以上に世界が豊か

であるという前提がありますが、そういう前提

が満たされれば、それぐらいの人が動くであろ

うという予測があります。これには１，２の理

由がありまして、２０世紀までの世界の人々の

ツケというか、そういうものの中で、非常に大

きな問題の１つは、人間性の喪失というような

問題があります。これをやはり、人間回帰とい

うか、そういう動きを起こさなければいけない。

第２番目のルネッサンスみたいなことを起こ

さなければならないという時期に来ていると。

それにはやはり、文化とか、教育、教養、こう

いった問題が非常に重要であるというところ

で、やはり、世界が大いに交流するというとこ
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ろに持っていこうという狙いもあろうかと思

います。もう１つの大きな問題は、自然破壊、

環境破壊が、どんどん進んでいます。あと５０

億年もつ地球が、いまのままではもう、３００

年、５００年しか持たないというような問題も

ある。産業の元根を変えていかなければいけな

い。つまりは第２の産業革命のようなものを興

していかなければならない時期にきていると

いうところでありまして、そういう点では、こ

の観光を中心とする交流ということについて

は、殆どと言っていいほど、公害物質を排出し

ない、なおかつ、場合よっては、自然をさらに

ドレスアップしていくというエネルギーが高

まっていくわけですから、そういう方向で、こ

ういうものを進めていくタイミングであろう

かというような時期に入って来ておるという

ことであります。しかも、そういうことは、政

府だとか、自治体とか、学会だとか、みんな言

っていますが、掛け声だけで、なかなか実らな

い。ところが何と、驚くなかれ、神の手による

のか、あるいは人間の叡智というのか、そうい

うことはわかりませんが、日本で言いますと、

消費の実態のなかに、じつは驚くべき変化が起

きている。９４年までは消費の過半数は、物で

あったんです。ところが９５年からは非物に変

わってくるんです。非物の４本柱は、１つは医

療、介護、保険、スポーツなどの健康産業にゼ

ニがいる。それから情報通信産業にゼニがいる。

芸術産業にゼニがいる。そして観光、ないしは

観光にまつわる出費が増えてきたというのが、

４本柱なんですが、これはいずれも公害などと

は、縁の遠い、しかも人間性回復には、大いに

役に立つ文化的なキーワードというか、共通の

キーワードを持っている。これは不思議なこと

だなと思いますが、人間の本能回帰とでも言っ

たら言いかと思いますが、そういう方向が出て

きたということは、うれしいことだなというふ

うに思うわけです。中国では、すでに８５年ぐ

らいから、２１世紀の基幹産業として、観光産

業を位置づけようということで、いろいろと整

備に力を入れてきて、そのコンセプトは３つあ

りまして、１つは国際収支の改善に大いに役に

立つ。２番目は環境破壊にやさしい産業である。

３番目は世界の人々と交流することによって、

人品骨柄が、そのうちに中国人も上がってきて、

やがて世界から尊敬を受ける民になるであろ

うというコンセプトなんです。これはもう、こ

のまま、そっくり日本にいただいてもいいぐら

いのコンセプトではないかと思いますが、国を

あげて、そういうことをやってきた結果、なん

と驚くなかれ、まだ、僅かにしか経っていませ

んが、訪れる人の数は３，０００万を、ついに

越えまして、いまや世界第５位、イギリスを抜

いてなりました。１位はフランス、それからス

ペイン、イタリア、アメリカ、そして中国と。

６位イギリスが落ちてきている。わが日本は、

残念ながら３２、３３位でうろうろしている。

ついに一昨年辺り、韓国にまで抜かれたという

ような実態があります。この辺のところは、国

際収支の改善というような問題も考えて、中国

と同じようにやっていかなければいけないと

いうことです。そのためには、いろいろと、ま

ず、企画を考える。それから運営方法を考える。

そしてＰＲを考える。最後にいろいろプロモー

ションの技術を考えるという専門集団が、やは

り、この大阪の地に生まれなければならないん

じゃないか。いくつかの団体がありますが、

各々に長短があります。そういうのを一気通貫

で全部見られるようなシステムを官民あげて

つくらねばならないのではないかという気が
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しています。残りの問題は、また、つづけて申

し上げたいと思います。 

 

 

高阪 章 
山下さんのほうから、一挙に話がグローバル

のほうにいきかけているのですが、もうちょっ

とネジを巻き戻したいと思いますが、次は大阪

市市長室の木村さんのほうから大阪市を中心

にした国際交流の現状についてお話を伺いま

す。 

 

 

木村 勇 
最近、公共団体に国際交流担当とか、国際課

という課ができています。たぶん、皆様方、最

初に国際化とか、接するのは、たぶんパスポー

トのときだと思うんです。府県レベルでは、こ

ういうパスポートに関しては国際化というと

ころがやっていますので、そういうところへ、

まず、行かれて、こういうセクションがあるん

だなということになると思うんです。市町村に

なりますと、ちょっと違いまして、恐らく姉妹

都市とか、そういうことをやっていると、それ

で新聞などを見られて「ああ、こういうことを

やっているのか」と、あるいはまた、大阪でし

たら国際交流センターというのが上八にある

んですが、これは私どもが管轄しているんです

が、多くの町で、国際交流センターとか、地域

国際化協会ができているので、そこへ行かれて、

外国人に対する情報コーナーをつくったりや

っているんだということを、たぶんご覧になっ

ている方も多いと思います。なかなか役所の業

務で、こういうことをやっているのを知らない

方が多いんですが、私ども、どうして国際交流

というのをやるのかという、私どもにしても、

これをやる前は、税金を使ってやっていますの

で、根本的なことを考えるんですが、国際交流

というのは、外交とは違うと思うんです。外交

というのは、公務員が、国益をかけてやるわけ

ですね。ところが私ども、地方自治体、あるい

は市民の方は、地域をよくしよう、あるいは自

分たちの生活を、いまもう文化的なことを、皆

さん、非常に興味をお持ちですから、外国の方

と接して、自分も学ぼうと。日本の文化を紹介

しようという、そういう動きが出てきましたの

で、恐らく、これは個人の方、地方自治体が、

また、国とは違った意志を持ってやることじゃ

ないかと思っています。私も、そういうことで、

できたら、こういうことを通じて、大阪が発展

したらいいなということでやっているんです。

市民の方も、そういうことで、より生活が豊か

になったらいいなということを思いつつやっ

ています。こういう国際交流をする場合に、は

っきり言いますと、こういうのは論理的には、

なかなかむずかしい、こういう本を読んだらい

いということはないんですが、私はいつも、思

いながらやっていますのは、梅棹忠夫先生、い

ま民博の顧問をやっておられるんですが、この

先生が書かれた「国際交流」という本がありま

す。その中で書いておられるんですが、いつも

私は、それを読んで、座右の銘にしているんで

す。まず、先生がおっしゃるのは、この時代と

いうのは、戦後、変わってきたと。戦争前は、

国際交流がなかった。役所まで、そんなセクシ

ョンがなかったんです。戦後、できたものなん

です。先生がおっしゃるのは、１９６４年に渡

航の自由化だったんだと。ということは、一般

の人も、ドルを買いやすくなったんです。 

それによって、みんなが海外に行けるように
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なった。大衆移動の時代が到来した。そういう

国民的レベルで、そこの時代で初めて、国際交

流を考えなければならないんではないかとお

っしゃっています。それは、なぜかというと、

国際交流は外交ではないんで、国民一人ひとり

に関わることでして、例えば､個人が海外の方

と交流する。ということは個人を通じて、国民

全体のイメージがつくられるんじゃないか。つ

まり国際交流の場で、個人によって判断される

よりは、国籍よりも文化の問題ではないか。国

際交流は、文化祭交流である、あるいは民族祭

交流ではないかとおっしゃっています。私も、

そうだと思うんです。とくに６４年以来、山下

先生もおっしゃったように、ものすごく動きが

激しくなりましたね、国同士の。その中で、日

本、例えば今日において、国において孤立が許

される時代ではない。日本人だけの閉鎖的集団

で、国際関係の中で孤立していくことはできな

い。異民族、異民族の付き合いを身につけなけ

ればならない。それが国際交流の意義で喫緊の

問題である。ただ、どのような外国人であって

も、人間であることを忘れては駄目だというこ

とを言っておられます。また、先生は国際交流

は、なし崩しの戦争だと言っているんです。い

わゆる piecemeal war と言っているんです。先

生がおっしゃいますには、文化というのは価値

の体系である。異なった価値観を見せられると、

疑惑とか、不審の念に捕われる。国際交流とは、

疑惑と不審の念を克服しながら、人間同士の交

流を深めていくことである。即ち、心の中の闘争

を内部で処理して、腕力、武力による闘争を未

然に防ぐんだと、即ち、なし崩しの戦争、これ

をpiecemeal warと先生は言っているんですが、

自分が、個人の憎しみを国際交流によって、壊

していくというんですか、そういうことによっ

て、人間の付き合いをつくっていくんだという

ことで、私はこれをいつもそう思っています。

やはり、そういう場を、できるだけ私ども、税

金を使ってやっていますので、つくらしていた

だいて、市民の方も入っていただいて、そうい

う交流をしながら、他国の民族の方を、より理

解しながら、生活することによって、戦争を回

避できるんじゃないかと。こういう意識は、や

はり、持ちたいなと思っています。先生はこの

中で、在日外国人の方もおっしゃっておられま

す。いま日本も少子高齢化で、これからどうす

るんだと。外国人を入れるのか、入れないのか。

これは非常に大きな問題だと思いますね。私ど

も国際交流をやっていますと、とくにいま、自

由貿易協定などで、フィリピン、あるいはマレ

ーシア、タイなどと看護士の方を日本に入れよ

うというような動きが出てきていまして、私は

大阪におきましても、研修機関で、そういう

方々を入れて日本語を学んでもらって、日本語

力をつけてもらって、あれはむずかしいんです。

日本の試験を通らないと駄目なんです。そうい

うふうなことが始まっています。ということは、

外国人の労働問題というのは日々の問題にな

っていくと思います。そういう意味で、先生は

２０年前から、これは絶対に日本にとっては、

必要なことなんだけど、まだ、考え方が確立さ

れていないということをおしゃっていました。

私はいまも、そうだと思います。地方自治体で

は、権限がないんですが、私どもができること

は、まず、できるだけ外国人が来られたら、日

本でソフト・ランディングというんですかね、

うまく生活をしていけるようになっていただ

きたいということで、例えば国際交流センター

などで相談コーナーを設けた。あるいは私ども、

エンジョイ大阪と言いまして、８ヶ国語で、日
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本に来たら、水道の栓の開け方とか、ガスの栓

の開け方、外国の方が体を見ていただけるよう

な病院をリストアップしたり、そういうことは

しているんです。ということは国際交流も変わ

ってきまして、先ほど言いましたように個人個

人が、心を開いていく一つの過程プラス外国人

が、日本へ入ってこられた場合に、いかにソフ

ト・ランディングしてもらうのか。当然、これ

からは日本も、先ほど言いましたように国のク

ローズを絶対にできないと思うんです。もちろ

ん犯罪の問題も出てきます。これは私ども厳然

たる事実だと思うですが、それは、いくら入国

管理を厳しくしても、なかなか避けられないと

ころもあるんです。その場合は、できるだけソ

フト・ランディングしてもらうということが、

重要なんで、私ども役所としては、そういうこ

とをしていきたいと思っています。役所ですか

ら制度的なものがあるんです。予算とかです。

ちょっと言いますと、大阪市の場合は、非常に

財政危機ということで、新聞などで書かれてい

るんですが、予算的には一般会計というところ

で、一応、いかほどの予算を組んでいるんです

が、そのなかで国際交流的な事業といいますと、

これは、あまりおもしろくない話ですが、来年

度は何をするのかということを簡単に言いま

すと、例えば大阪市としては、いま一生懸命に

努力しているんですが、世界陸上選手権大会と

いうのが夏にあります。それをできるだけ、皆

さんに楽しんでいただこうということで、誘致

が決っていますので、広報活動ですね、啓蒙活

動をしたいと思っています。それからロボカッ

プというのが、いま大阪ではロボット産業を発

展させようと。大阪の産業も重厚長大から変わ

って来ているんですが、ロボット産業というの

は、鉄腕アトムとか、鉄人２８号という３０年

も、４０年も前のイメージが変わってきまして、

いまはロボカップと言いまして、サッカーがで

きるようなロボットですね。これをつくってみ

たり、これから日本も老人が多くなりますので、

介護ができるようなロボットをつくっていこ

うと、そういうのをできるだけ大阪を拠点にし

ていきたいと考えています。あるいは、きょう

皆さん方のお手元にサミットの紹介のちらし

がありますね。サミットもいろいろ、こういう

時代にやるのかという人もおられるんですが、

大阪という名前を出すためには、もちろんサミ

ットというのは大きなツールだと思います。当

然、テロをどうするんだということもあります

が、これはやはり、危機管理という問題では、

私どもは対応をしないといけません。市民の方

も、協力していただく必要があります。あるい

はモノづくりというのが、大阪の得意だという

ことを言っているんですが、モノづくりサミッ

トなどもできたら大阪でやりたい。それから先

ほど山下顧問さんもおっしゃいました観光で

すね。この大阪にも観光客を誘致したいと、と

くに中国、韓国の方ですね。アジアというのは、

いま観光ビッグバンで非常に大きな動きをや

っています。とくに大阪港には、韓国から週に

２便か３便だったかフェリーが釜山から着い

ているんです。それを使って、学生の方がいら

っしゃっています。日韓関係は非常に大事なん

ですが、まだまだ、いろんな問題が起こるたび

に両方で火がついたりしています。そういうこ

とを、やはり、変えていくには子供さんの交流

が大事です。よく私どもは、修学旅行に来てい

ただこうということをやっています。それから

姉妹都市ですが、私ども、サンフランシスコは

今年５０周年になるんですね。サンフランシス

コ５０周年というのは非常に古いんですが、ど
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うして、こういう提携ができたかと言いますと、

戦後、アメリカというのは、いろいろ問題があ

りますが、大した国だと思ったのは、第２次世

界大戦が起こったのは、なぜかということを分

析したときに、アイゼンハウアーが、ドイツと

戦争をしたが、なぜかと考えると、市民交流が

なかったんではないかと、彼は言い出したんで

す。それをサンフランシスコの市長に「日本と

やれよ」ということをおっしゃいまして、サン

フランシスコは「じゃあ大阪とやろうか」とい

うことで５０年前に、そういう動きがあったん

です。これは国際交流の輸入だったんだと思い

ます。そういう動きがあったんで、今年は５０

年になりますので、そういう動きも利用して、

大阪とサンフランシスコ、あるいは日米関係を

よくするためにも交流ということをしたいと

思っています。 

 

 

高阪 章 
どうもありがとうございました。次はＮＰＯ

の関西国際交流団体協議会の有田さんのほう

から、その切り口で国際交流に関するお話を伺

います。 

 

 

有田 典代  
ＰＲＥＸの皆さん、今日はＮＰＯの立場とし

て発言する機会を与えていただきまして、あり

がとうございます。コーディネーターの進行に

従い、最初に団体紹介をさせていただきます。 

（特活）関西国際交流団体協議会は、英語名

称を Kansai ＮＰＯ Alliance といい、関西地

域に拠点を置いて活動する国際交流・国際協力

団体を支援する、日本で最初の連合体です。ネ

ットワークの重要性をいち早く認識して、1984

年に設立し、今年で２３年目になります。私ど

もの特徴は、民間の力で設立し、運営も民間で

やっているということ。会員の構成は、ＮＰＯ

／ＮＧＯ、国際交流協会、二国間交流協会、助

成財団、労働組合、青年会議所、ロータリーク

ラブ、関西経済同友会、連合大阪、ＪＩＣＡ、

国際交流基金、アメリカンセンターなど、市民、

企業、経済団体、行政、内外の政府等、設立主

体の多様な団体であること。２府４県の行政枠

を超えて参加しているということで、全国で唯

一のネットワーク組織となっています。ＰＲＥ

Ｘも会員に入っていただいています。 

豊かな地球市民社会の実現、並びにＮＰＯが

生き生きと活動できる市民社会の実現をめざ

しており、活動は、連合体ならではの事業、つ

まり、ＮＰＯの活動基盤整備や力量形成、市民

の意識啓発と活動への参加促進、ＮＰＯ／ＮＧ

Ｏと行政､企業、教育機関など多セクター間の

協働の促進などに取り組んでいます。 

藤田事務局長にご紹介いただきましたよう

に、皆様の封筒の中に私どもの事業チラシや冊

子を入れていただいていますが、国際交流・人

材交流に特化した事業を紹介しますと、まず取

り組んだのが、国際交流・国際協力団体間のネ

ットワークづくりと、国際交流情報誌の発行や

関西の団体一覧の発行などの情報提供です。今

から２０数年前は、国際交流・国際協力への市

民の関心も高くなく、また、どこに、どんな団

体があるかわからないという状況でしたので、

情報提供に取り組んだのです。インターネット

の普及に伴い、情報誌はオピニオン誌『ＮＰＯ

ジャーナル』へと変えました。皆様にもバック

ナンバーを入れさせていただいております。Ｎ

ＰＯジャーナルを発行した目的は、ＮＰＯへの
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関心が高まり、設立のためのハウツー本やマネ

ジメントに関する本は多く出ていますが、ＮＰ

Ｏが社会に果たす役割は何かということを考

えるものは少ないということから、ＮＰＯのあ

り方や協働のための課題を社会に提起する本

を出すことにしたのです。もうひとつは、大変

微力ではありますが、関西の出版文化を興して

いきたい、関西からの発信に努めたいという思

いで取り組んでいます。 

また、市民参加の促進を目的として、関西で

最大の国際協力の催し「ワン・ワールド・フェ

スティバル」の開催、アジアの担い手と交流す

る「アジア市民フォーラム」、アメリカ総領事

館との共催で日米のＮＰＯの経験交流を行う

「日米ＮＰＯダイアログ」、全国の国際交流の

実践者たちのエンパワメントとネットワーク

化を図る会議の開催ほか、近年は増加する在住

外国人や多文化を背景とする人たちの生活・教

育支援等に取り組んでいます。さらにＮＰＯの

力量形成のためのマネジメントセミナーやア

ドバイス、就職ガイダンス、ＮＰＯの拠点施設

「piaＮＰＯ」の運営を行っています。ご存知

の方もいらっしゃると思いますが、この建物は

大阪市港湾局の旧庁舎で、遊休施設の地域活性

化策の公開コンペで、ＮＰＯ拠点施設という提

案をして、５年前から運営しています。ＰＲＥ

Ｘさんも入っていただいていますが、現在、 

２６の団体が入居し、活動しておられます。 

私どもの活動だけを紹介しましたが、関西の

国際交流、国際協力活動について申しますと、

活動が大変多様化しています。姉妹都市交流に

代表される友好親善から、青少年交流、留学生

や在住外国人との交流など国際理解を促進す

る活動、開発途上国・地域の人々の自立と開発

を支援する協力活動、開発教育や国際理解教育

の推進、在住外国人の増加などによる多文化共

生社会づくりの推進、そして、人権、環境、エ

ネルギー、貧困、地域紛争など地球的規模の課

題解決に向けた対話、課題解決のための市民の

意識変革、ライフスタイルの変容を促す活動へ

と変化しています。また、活動が多様化するこ

とによって、担い手も多様化しました。既存の

団体にボランティアや会員として参加するだ

けでなく、教師や弁護士、医師、看護士、農民、

エンジニア、建築家、研究者といった人たちが

それぞれの専門性を生かすべく、自らＮＰＯを

設立するようになったのも近年の特徴です。あ

るいは労働組合、農協、生協、青年団、子ども

会、婦人会といった既存の団体が、国際社会を

視野におき、組織力を生かして国際的な活動を

始めるようになる。在住外国人も日本社会にお

けるマイノリティとして支援対象となるだけ

ではなく、自分たちのコミュニティをつくり、

互助組織としての活動と日本社会に向けて問

題提起や情報発信をするようになりました。次

の発言で関西の特徴と問題提起をさせていた

だけたらと思います。 

 

 
高阪 章  
どうもありがとうございました。いまのはこ

のＰＲＥＸの家主さんから（笑）のご報告でし

た。いま４人のパネリストの方から、それぞれ

のお立場から、ご自分の所属しておられる団体

の事業の紹介を１つのコアにしてのお話をお

聞きしました。ほんとうに――この協議会の中

身が多様になってきているというお話もあり

ましたが――この４人の方のお話をお伺いす

るだけでも、非常に多様な切り口で、どういう

ふうに、これからパネルディスカッションをや
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っていくんだろうかと、皆さんもご心配になっ

ているのではないかと、私もちょっと心配にな

っていますが、次は――ここまで、それぞれの

事業を中心にご紹介していただきましたので

――そのお立場からでも、あるいは、もう少し

フリーなお立場からでも結構です。きょうのパ

ネルディスカッションのテーマは「関西の魅力

を生かした新しい渦の創造」ということになっ

ていますし、それから基調講演は「なにわの歴

史から見た大阪の特色、魅力」ということでお

話をいただきました。いま私がイントロをしゃ

べっている間に、皆さんに、もう一度、頭を切

り換えていただきたいんですが、この関西の魅

力、関西の持っている歴史的、文化的遺産スト

ックですね。こういうものと、これからの人材

交流、国際交流をどう考えていくのかという―

―脇田先生のお話、なかなか深遠で、歴史的に

もすごいロングスパンですので――いまわれ

われが直面している問題と、どうつなげていく

のかを考えてみたいと思います。 
なかなかむずかしいところがあると思いま

す。（手始めに）私の一番最近の、まだナマな

印象をお話ししますと、１週間ぐらい前に、ロ

ンドンに、ちょっと行って来ました。そのさら

に１週間ぐらい前に、ニューヨークとボストン

に、ちょっと行ってきたんですが、ニューヨー

クに１週間いて、その間にボストンと往復しま

した。アメリカの国内線での移動というのは、

たいへんだなということをしみじみ感じたん

ですが、いわゆるテロ対策のためのセキュリテ

ィ・チェックが非常に厳しくって――毎回「ノ

ー」と言われて、行きもそうでしたし、帰りも

「ノー」と言われて――結局、ニューヨークか

らボストンに行っただけで、４回、セキュリテ

ィ・チェックを潜りぬけた勘定になりますから、

１週間の出張で８回、セキュリティ・チェック

を潜りぬけるというのは、なかなかの経験でし

た。 
それに比べるとロンドンに行ったときには、

割と簡単で、もう直行便でしたし、国内での乗

換えなんてなかったので、一発だったんですが、

ロンドンはすごく観光客が多くて、日本人も多

いですし、ピカデリーサーカスという一番賑や

かなところへ行きましたら、あっちこっちで、

ソニーか、どこかのビデオカメラが青白く光っ

て、たいへんだなと思いました。もっとも、と

にかくポンドが高くてまいりました。だいたい、

皆さん、外国へ着くと最初に外国の通貨に換ら

れると思うんですが、私もだいぶ旅ずれしてい

ますので、タクシー代いくらかかるかとか、あ

んまり考えずに１万円をポンドに換えて、（降

りるときに）払おうと思ったら、足りなくて、

びっくりしました。５０ポンドかかったんです。

５０ポンドというと、向こうの感覚でいうと５

千円ぐらいだと思うんです。だいたい１ポンド

＝１００円ぐらいの感覚だと思いますので。だ

けど１万円じゃあ、足りないんですね。３５ポ

ンドしか、１万円で換えられなかったんです。 
つまり、為替レートの話をすると、現在これ

は円安ですので国際収支の黒字要因です。先ほ

ど、山下さんのお話の中で、（観光などサービ

ス収支で）国際収支の改善をという話もありま

したが、国際収支は日本は現在黒字ですから、

そんなに改善しなくていいし、むしろもっと外

で使ったほうがいいぐらいなものです。カネの

面（国際収支）ではなく、ヒトの面での国際交

流ということを考えるとき、グローバルな人の

動きについていろんな立場のお話がありまし

た。観光の話もありましたし、それから少子高

齢化という人口変動の影響と外国人労働をど
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う受け止めるかという話もありました。その他

に、やはり、平和というのが非常に重要で、平

和のためには相互理解が欠かせない。それから

もう１つは観光産業における国際競争みたい

な話もありました。いろんな切り口があると思

いますが、脇田先生のお話の中に、そういうい

ろんな切り口のところがつながりとして出て

きていたと思いますので、ここはちょっと視点

を変えて、「脇田先生のお話を伺った上で、関

西の魅力、関西の文化・歴史遺産のストックを、

どう今後の国際交流に生かすか」という視点で、

それぞれまた、５分ぐらい、お話を伺いたいと

思います。まず、青柳さんからお願いします。 

 
 
青柳 明雄 
確か２００２年だったと思うんですが、イタ

リアのミラノ市のアルベリティニ市長が、大阪

市にお越しになりまして、当時の磯村市長と、

大阪市庁舎でお会いになったことがありまし

た。そのときに、アルベリティニ市長が磯村さ

んにおっしゃったことが、私は非常に印象的で

して、じつはミラノ市の市庁舎というのは、行

かれた方はご記憶かと思いますが、有名なスカ

ラ座の前に、広場を挟んであります。その市庁

舎の市長室から見ていると、毎朝、とにかくア

ルベリティニさんが見ると、必ず日本人がいる

とおっしゃるんです。なぜ、そうかということ

を調べるとスカラ座があって、要は文化がある

からです。もう１つ、その市庁舎の、すぐ傍に、

これも有名なドゥオモというアーケード街が

あります。超有名なブランドの店が、もうずら

ずら並んでいるアーケード街です。ドゥオモと

いうのは大聖堂ですが、それで文化があって、

ショッピングの、もう超有名な店が並んでいる

ショッピング・モールがあって、だからこのミ

ラノにたくさんの日本人が来てくれるんだと。

それで残念なことに磯村さんに向かって、その

アルベリティニさんがおっしゃったのは「ここ

から見て、何人、外国人が通っていますかね。

その中にイタリア人がいますか？」と、こうい

うような話があったように聞いています。先ほ

どの脇田先生のお話じゃないですが、歴史的に

文化があって、しかも、有名な商店街も、行こ

うと思ったら、残念ながら最近の大阪のミナミ

は、イタリアのブランドに席巻されていますが、

そんな感じがありますが、ショッピングもでき

る、その辺が、どうも大阪の場合には、せっか

くあるものを活かしきっていないんじゃない

かという気が私はいたします。私の経験から１

つお話を申し上げますが、１９９０年代の始め

にアメリカのジョージア州のアトランタに駐

在をいたしました。これはアメリカの南部の町

でして、風と共に去りぬで、ご記憶だと思うん

ですが、そのアトランタのど真ん中に伝統的な

民家が１つ残されています。なぜ、その古い民

家、日本でも、いろんな民家を残していますが、

残してあるかというと、有名なアメリカ南部人

のホスピタリティを示すものだということで

残されているわけです。アメリカで言う、サザ

ン・ホスピタリティというのは、南部人が非常

に旅人をウエルカムします。ただし、ここがア

メリカ人的な割り切りもありまして、家の建て

方が、いわゆる日本でいう田の字型になってい

ます。家の仕切りが田の字型。それで外側にベ

ランダがあります。そのベランダの片隅に日本

でいうなら、四畳半ぐらいの部屋がありまして、

そこにベッドが１つと、それから新鮮な水を入

れたボウルが置いてあります。遠くから、まだ、

馬に乗ってくるような時代ですから、旅人がや
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ってきた。夜になった「あそこに灯りが見える

な。何とか、あそこに泊めてもらおうかな」。

ただし、夜は入らないでください。家にカギが

かかっています。家の中は家族が団欒している。

でも夜、邪魔をされたくないけれど、ちゃんと

ベランダの隅に、あなたのお泊りになるベッド

がありますよ、新鮮な水がありますよ。そして、

翌朝、その旅人を迎え入れて、朝食をサーブし

て、そのサーブする目的は何かというと「いま

アメリカの北のほうでは、どんなことが起こっ

ているんでしょうか」と。南北戦争の直前ぐら

いですから、北の問題は、リー将軍は？リンカ

ーンは？というような情報を仕入れる。そのた

めに受け入れた。それがいまだに残っているサ

ザン・ホスピタリティということで、観光客、

あるいは外から来る人を大事にするわけです

が、そういうような非常に割り切っているよう

だけど、大事にしている、そういう気持ちが大

阪の人に、あるいは関西の人にまだ、残ってい

てほしいけれど、あるのかな。システム的にで

きているのかと。私自身は高校時代に大阪の真

中の天王寺にいましたから、大阪人をわかって

いるつもりですが、どうもその辺が、最近薄れ

ているんじゃないかという気がいたします。 

 

 

高阪 章 

大阪にホスピタリティがあるのかという話

なんですが、次は山下さん、どうぞ。 

 
 
山下 和彦 

 ２００２年にクリントン政権の、国務次官

補をやったハーバード大学の有名教授でジョ

セフ・Ｓ・ナイというのが「アメリカへの警告」

という本を出しているんです。要するに、イラ

ン、イラク、あるいはアフガンなどの政策を批

判しているわけですが、従来の、２０世紀前半

までの世界であるなら、超々大国のアメリカの

軍事力、経済力、あるいは政治力をもってすれ

ば、一たまりもない国であった。それがいまだ

に解決の兆しも出ないというのは、明らかに世

の中が変わってきた証拠である。このことは、

じつはピーター・ドラッカーが２０年から３０

年前に予言しているわけです。「断絶の時代」

という中で、絶対に変わりますよということを。

これはもう、まさに如実に断絶のクライマック

スに入ってきたというような感じが、私はして

いるわけですが、彼はこう言っているんです。

「従来のようなハードパワーだけでは、もう世

の中は、うまくいきません。だから要するに、

そこに加うるにソフトパワーを持ってしなけ

ればならない」と言っているわけです。それで

高阪先生のいわれた魅力という意味合いは、ソ

フトパワーというのを日本語に訳せれば、私は

魅力じゃないかと思っているんです。魅力とい

うのは、人をひきつけて止まぬ摩訶不思議なエ

ネルギーですが、そういう魅力の交換というか、

心の交流というものが、非常に大事な時代に入

ってきたということではないかと思うわけで

す。じつは日本人は、そのことは、神代ながら

の昔から、知っていたんです。これは例の岩戸

神話がそうでありますけれど、天照大神（アマ

テラス）が岩戸にくぐもってしまって、出てき

てもらわないといかないので、村一番の力持ち

の天手力雄神（アメノタヂカラオ）が開けよう

とするけれど開かない。そこで八百万の神々が

鳩首、協議をした結果、これはやはり内側から

開けてもらわないとイカンと、そのためには岩

戸の前で大音楽会をやろうと。天鈿女命（アメ
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ノウズメ）のストリップまで入れて、どんじゃ

らどんじゃらやるという企画が当って、天照大

神（アマテラス）がそっと開けてみた瞬間に、

天手力雄神（アメノタヂカラオ）ががらがらっ

と開けて、日がまた、昇ったというのが、岩戸

神話でありますが、まさに世の中の問題という

のは、今までは嫌がる扉を外からこじ開けてき

たのが世界史の流れなんです。ところが、それ

が通じなくなった。あらためて扉の原理、原点

に戻って、うちら側から開けてもらうような仕

掛け、細工をしなければならない時代に入って

きたというのが、いままさに現代なんです。そ

れが象徴的なのがアフガン、イラクだと。アメ

リカは政策を変えなければいけないと、こう言

っているわけですが、われわれも、そういうソ

フトパワーというか、魅力的な仕掛け、細工を、

どうするか。そして人々の心を、どう開いても

らうかというところが、交流時代の一番、元に

なる問題ではないか。交流、交流と言うけれど、

そこが一番大事だと、そのためにまた、交流を

やらなければならない。こういうことではなか

ろうかなというふうに思うわけです。それで交

流のネタになるものは、いっぱいあります。例

えばさっき言ったＷＴＯの定義によるツーリ

ズムという概念は、一番には一般観光、２番目

にはイベント、さっきお話が出た今年の８月の

世界陸上大会とか、あるいは、今年やりますが、

世界華商大会、これは神戸と大阪でやりますが、

こういう大イベントをやる。あるいはオリンピ

ックもそうですし、博覧会もそうです。そうい

うものが必要だと。そして３番目にはコンベン

ション、これはとにかく、こういう時期に、大

いに集まって、一生懸命にいろいろ問題点を討

議すると言うことでありますが、コンベンショ

ンというのは、元々はラテン語で、イタリアあ

たりでやっていたんです。ローマ時代から。こ

れはコンというのはウイズという、ベンチレー

トというのは風を入れる、酸素を入れる、元気

良くするというのがコンベンションです。因み

に、きょうのシンポジウムなんていうのは、こ

れはギリシャ語で、シンポシス。これはシンポ

ジウム、そのころのシンポジウムというのは、

お酒を飲んで、ワイワイやるということになっ

ていますので、できれば、このＰＲＥＸのシン

ポジウムもお酒を飲んでワイワイやると、ギリ

シャの昔に戻って、というようなことも大事か

なというふうに思いますが、そういうものなん

ですね。ですから、そういうことで新しいエネ

ルギーを沸かしていこうということ。そして４

番目に大事なのは、祭なんですね。祭りを疎か

にしているけれど、大きいですよ。例えば神戸

で、１９９５年から始まったルミナリエ、いま

や２週間で５００万人が来ています。５００万

人に費やすおカネは、もう５００億円を優に越

えているんです２週間で、昔からつづいている

祇園祭、天神祭、２つ束になっても、これは敵

わない。２つ合せて２５０万人ぐらいですが、

そういう新しい祭を創造していく。例えば札幌

の祭、ソーランよさこいなんていうのは、たか

だか１４年ですよ。１４年前、１０００人から

始まっているんです。これがいまや２００万人

来ているんです。雪祭が、１９０万人ぐらいで

すから、ついに雪祭を抜いた。札幌市としては、

もうやめるに、やめられない。こういうものを

つくらないといけない。大阪市が、関市長が、

もうやめるといったって、やめるにやめられな

いというものを、つくらなければいけない。そ

ういうことをトータルで、いろいろ皆さんが知

恵を沸かして、やっていく。おもしろがって、

そして魅力的な仕掛け、細工、こういうものを
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つくっていく、そういう時代が、交流時代、大

交流の非常に重要なエッセンスで、そのＤＮＡ

は、とくに関西に色濃く渦巻いているというこ

とを、さっき申し上げたわけでありますけれど、

皆さんと一緒に、いろいろ考えようではないか

ということをご提言申し上げたいと考えます。 

 
 
高阪 章 

 ありがとうございました。そのＤＮＡを、

どうやって生かすかという話なんですが、つづ

いて木村さん。 

 

 
木村 勇 

  先ほど、脇田先生からの文化の問題が出

ましたので、とくに大阪の文化というのは、い

かに発信するのか。私ども、国際交流のツール

として使えるのかどうか、ちょっと実例を紹介

したいんです。いまお手元に日豪交流年事業誌

というのを７０部ほど持って来たんですが、じ

つは日豪交流年というのは２００６年にあり

まして、私どもメルボルンが姉妹都市です。２

００３年に姉妹都市で、桐竹勘十郎さんをトッ

プに、文楽の技芸員をお連れしまして、ちょっ

とお見せしたんですね。メルボルンで。ところ

がものすごく受けまして、子供さんまでが、「あ

っ、人形おもしろいな」と、向こうではあやつ

り人形が、結構、はやっていますので、日本の

文楽をお見せしたら、感性でわかるんですね。

私が一番ショックだったのは、向こうの小学校

で３年生ぐらいの子供に見せたら、拍手で鳴り

止まないんです。日本では、こんなことはあり

ません。日本で文楽といいますと、もう古いも

のだということで、大阪でも苦労しているんで

す、集客に。そういう例がありまして、私は２

００６年に何かしたいなと思っていたら、メル

ボルンから、ぜひ、文楽を持って来てほしい。

２０年近く前に見られたんですね。ただ非常に

おカネがかかるんです。私どもも、いま大阪市、

おカネがないものですから、どうしょうかと悩

みながら、現地では、いろんな劇場もセットす

る。私どもはどうしょうかということで、国際

交流基金なり、文化庁、あるいは募金活動をし

まして、何とか３０００万円弱のおカネを集め

まして、日豪交流年事業でやったんです。その

中で、大阪市の人のすばらしさを感じたのは、

例えば、大阪の文化というのは文楽も、そうな

んですが、上方浮世絵館というのが難波にあり

まして、これも個人の方が、自分で、浮世絵を

集めて、展示をされているんです。そして私が

声をかけますと、展示しなさいよと。「これは

貴重なものですから、どうしたらいいですか」

と言いますと、ある大阪の企業、コニカミノル

タさんなんですが、協力をしていただいて、そ

れをスキャンしたら、きれいに出るはずだと。

それをスキャンして３０点持って行きました。

それからまた、町の着物を教えている方が大阪

におられますので、声をかけますと「じゃあ行

ってあげようと」。４０人の方が、自腹で、メ

ルボルンへ行って、ぜひ、見せてあげようとい

うような動きがありました。私は大阪人の力は、

すごいなと思いました。私は大阪の人間ではな

いんですが、とくに大阪は最近、旦那衆の方が、

いなくなって、先ほど、先生がおっしゃいまし

たが、船場の旦那衆が、いなくなってしまった

と。そして文楽も衰退していったと思うんです

が、その文楽を支える方が、これも文楽の技芸

員の方が、ＮＰＯで行っていただいたんです。

協会を通すとたいへんなんで。この日豪交流年
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は、去年の８月にあったんですが、盆休みを使

って行こうではないかということで、２０人の

方が、行っていただけることになりました。着

物を自分で教えておられる方が４０人、それか

ら上方浮世絵館の方から、全部一式貸していた

だいて、それをコピーして持っていったんです。

当然、現地では非常な協力をしていただいたん

ですが、日豪交流で、合作で、劇場で私どもが、

舞台装置をつくったりしながらやったんです。

文楽というのは、たいへんな芸でして、たくさ

んの道具がいるわけです。それから背景もいる

わけです。その背景も、大工さんを連れて行っ

て、現地でつくろうということで、現地の市役

所の方が、ホールを貸してくれました。そこで

１週間前に、大道具の２人の方が、現地で、材

料を買って、それで障子までつくりました。い

まその写真が載っていますが、現地の方に、み

んな協力していただいたんです。「日本の文化

はおもしろい」と。これはメルボルンというの

は多文化の町でして、いろんな方がおられまし

て、おもしろいことに対しては、どんどん入っ

ていただけるんです。それも、皆さん乗られま

した。ところが日本では文楽が、すごい芸術に

なってしまったんだと思います。江戸時代は気

楽に文楽に行こうだったんでしょうが、いまは

文楽に行こうやないかというのは決してなら

ないですよね。だから一般の人が文楽に行くと

いうのは、もうよほど裃を着ていかないととい

う感じなんでしょうね。ところが現地で、私が

子供さんを集めて、三味線を引かせたり、人形

を動かしたり、義太夫を聞かしたり、義太夫を

聞くと、みんな笑うんです。お腹を痛がってい

るのと違うかというんです。セリフを英語で、

これも私どもボランティアでやったんですが、

英語で、出してあげたんです。それでわかった

ということでした。現地では八百屋お七と、壷

阪観音をやったんです。壷阪観音を日本でやっ

ても、おもしろくないと思うんですが、あれは

非常にハッピーエンドで、観音さんが出てきた

りしますと、わかってくれました。これはハッ

ピーエンドやなと。それで八百屋お七は恋愛物

語ですね。日本の女性の厳しい面と、壷阪観音

はやさしい面を出しているんですが、メルボル

ンでほんとうにわかってもらいまして、やはり、

文楽はすごいなと日本へ帰ってから思いまし

た。ちゃんと、そういう設備をつくってやれば、

外国人でもわかるんだと。小学校の子供さんで

さえ、文楽はおもしろいと、三味線も引かして

あげたら、日本はこんなことをするのかという

ことで、じつはこの仕事をやりまして、大阪の

文化はすごいやないかと思いました。私は大阪

人ではないんですが、大阪へ来たら、みなさん

文楽、文楽というんで、見に行こうかなと思っ

て、何回か見たんです。やはり１０回ぐらい見

ないとわかりません。ほんとうにすばらしい芸

だと思いました。それが海外でも行ってわかっ

ていただける。着物というのは日本のすごい文

化です。それをお見せしたら、エレガント大阪

だと。これは始めて聞きました。大阪がエレガ

ントという言葉は、日本では絶対に聞きません。

ダサイ大阪とか、メルボルンの方は、エレガン

ト大阪と言ってくれまして、こんなふうに思っ

てくれるんだと思いました。そういうことがあ

りまして、今度は２年後にメルボルンのほうか

ら、ぜひ、現地で、古い着物を集めて、外国人

と一緒に着物ショーをしようという提案が来

ているんですが、こういうのを向こうから投げ

掛けてくるというのは、日本の文化が決してバ

カにできないものだと思います。それから上方

浮世絵も、モナシュ大学は非常にいい大学で、
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レベル的には、世界的には東大よりも上の学校

なんですが、そこでも上方文化を研究しようと

いう動きが出てきまして、ということは、役人

は税金を使って何をやっているのかと言いま

すと、そういう土壌づくりをしてます。もしか

したら海外でも、日本文化、大阪の文化が、理

解してくれる人が出てくるんじゃないかと思

っているんですが、やはり、それは出てきまし

たね。ということ予算はないんですが、できる

だけいろんなツールを使ってやれば、もしかし

たら日本のソフトパワーアップに貢献するん

じゃないかと思いつつ、これからも何をしよう

かと考えています。 

 
 
高阪 章 
有田さん、少し自由に、どうぞ。 

 
 

有田 典代 
関西の文化･歴史のストックをどう今後の国

際交流に生かすかということですが、その前に

関西の国際交流･協力活動の特徴を述べたいと

思います。 

関西国際交流団体協議会では２００４年に

創立 20 年を迎えたのを記念して、関西の国際

交流・国際協力の歩みを記録し、将来に伝える

ことにしました。私たちの２０年があるのは、

その前の、長い国際交流・協力の取り組みがあ

るからだから、それまとめることにしたのです。

関西における活動は、関西の豊かな歴史、文化、

風土、産業などを背景として生まれたものが多

く、東京や他の地方とは異なる様相がたくさん

あります。特にこの２０年間は日本の国際交

流・国際協力活動が大きく発展・変遷した時代

です。国際交流・協力活動がある種の層に限ら

れていた時代から、関わる人がきわめて多様化

しました。また、市民公益活動という新しい社

会的領域の存在とその担い手であるＮＰＯが

注目されるようになり、行政や企業のパートナ

ーとして、役割への期待が高まるようになりま

した。 

関西の活動をまとめる中で、脇田先生のお話

にあったように、関西には古くからお上に頼ら

ない自立・自助の気概を尊び、在野の精神を育

んできた風土があり、それが今なお健在である

ことに気づかされました。政治や行政と一定の

距離をとり、行政が機能しない場合でも「民の

力」で解決を図る、まさに現在のＮＰＯ／ＮＧ

Ｏに通じる理念であり、行動指針です。また、

社会的に関西を特徴づける諸条件も、市民活動

の独自性や先進性に結びついて、活動に全国性

を与えているものがあります。歴史的、地理的

に密度の濃いアジアとの交流、在住外国人、特

に在日コリアンの存在や同和問題の偏在など

が市民による人権運動や人権教育、国際理解教

育、国際交流､国際協力の活動を大きく前進さ

せ、活動に深みを与えてきました。そして、そ

れらの活動は、関西から国内外に発信すること

で、お互いに影響しあって、サポートしあって

きました。分野を超えた連携と協力が関西では

重層的に積み上げられてきました。そして、こ

の蓄積された経験とノウハウが、阪神・淡路大

震災で有効に働いて、日本全体のボランティア、

ＮＰＯへの関心の高まりを導き出したといえ

ると思います。さらに、関西特有の庶民感覚と

人間臭さ、現場主義があります。関西のＮＰＯ

／ＮＧＯは東京に比べると理論的に弱いと言

われますが、庶民感覚と人間臭さ、現場主義が

ＮＰＯ／ＮＧＯの活動に「理屈より実践」の気
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風を吹き込んだといえると思います。 

国際交流における関西の活動の特徴は、「民

間主導の取り組み」が活発であることです。シ

ンポジウムの最初のビデオ上映で関西の特徴

が紹介されましたが、まだ触れられていないも

のがありますので、私の領域から紹介しますと、

戦前では、「大阪に国際人を育てる学校を」と、

実業家の手によって 1921 年に大阪外国語大学

の前身である大阪外国語学校が設立されてい

ます。その跡地に、ＮＰＯの提言を受けて、関

西の国際交流の拠点施設「大阪国際交流センタ

ー」が 1987 年に設立されました。1935 年には

財界によって関西日英協会が設立され、戦後の

46 年には大阪日米協会が設立され、以後、企

業によって二国間交流団体が設立されていき

ます。国際交流財団の設立もめざましいものが

あり、アジアの出版文化を支援する大同生命国

際文化基金、留学生の奨学金支援をする松下国

際財団、ノーベル賞に匹敵する国際的な賞を創

設した松下科学技術財団、国際交流や芸術で地

域の文化振興に貢献した活動を顕彰するサン

トリー文化財団などですが、こうした企業の動

きは、企業の海外進出に相互理解を促進するこ

とが重要になったことと社会貢献の観点によ

るものでした。 

また、大阪商工会議所は、１９７８年に大阪

ＹＷＣＡと一緒に留学生支援の草分けである

留学生里親制度を開始していますし、９１年に

は日本初の大阪コミュニティ財団を設立して

います。毎日新聞社は創刊１００年を記念して

「毎日国際交流賞」を創設された。阪神・淡路

大震災で外国人への情報提供の重要性が認識

され、関西電力が中心となり、関西財界が支援

して、日本初の多言語放送局「ＦＭｃｏｃｏｌ

ｏ」が開局しました。これらは一部ですが、関

西が先駆的に取り組んだことが、全国に波及し

て言った事例は数多くあります。 

もうひとつの特徴は、「人権教育と多文化共

生社会への実践」です。在日韓国・朝鮮人が多

く居住する関西では、人権施策と国際化施策を

統合して多文化共生に取り組んでおり、90 年

代に新しく居住するようになった外国人を対

象に国際化施策として取り組むようになった

他地方とは状況が異なっています。従来の同和

地区の識字学級や在日韓国・朝鮮人が多く在籍

する中学校夜間学級の蓄積を生かした「識字・

日本語学習」も、日本で先進的に取り組んでき

た関西の特徴です。また、在日コリアンの存在

を尊重した日韓交流も活発です。 

さらに、「アジア志向」も関西の特徴です。

経済界とは異なる事例を申しますと、地域リー

ダーとなるアジアの農漁村の青年の受け入れ

や教育支援、女性の自立支援、医療協力、国レ

ベルの支援が行ないにくかった時代にカンボ

ジアやベトナム、ラオス、ビルマなどの復興を

市民レベルで支援してきた活動など多様で、ほ

ぼアジア全域をカバーしているといえます。国

内においては、アジア理解を深めるための文化

紹介、語学講座、８割以上をアジア出身者が占

める留学生との交流が行われてきました。戦後

間もない１９５０年に設立された大阪府日本

中国友好協会は、日中国交正常化の実現や友好

都市提携の締結への協力、中国人留学生の支援

など、地道な人的交流を推進してきました。 

では、日本の国際交流にとって関西はどのよ

うな意味があったのか、こうした特徴や蓄積を

どのように今後の国際交流に生かすかという

ことですが、１つには、関西の文化力です。関

西は歴史と文化の宝庫であり、外国人との交流

で日本文化の話になると、やはり関西に行かな
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いと実物は見られないと言われます。私たち関

西人はその財産を再確認し、学習していく必要

があると思います。２つめは、関西の人間味で

す。建前と本音が一緒であるというこの姿は守

っていきたい。また、国際交流の大衆化です。

国際交流は特別のものではないという気持ち

です。「人様に喜ばれてなんぼ」の精神を持つ

社会に生きていることを意識して接していき

たいと思います。３つめは、関西の根っこその

ものが国際交流であるということです。古くか

ら国際交流は関西一円でも行われてきて、渡来

人との交流、多文化共生社会、文化・技術の伝

播などすべて経験しています。今後は関西が持

つ豊かな文化と叡智と国際交流をどう融合し

ていけるか、それを示さなければならない。４

つめは、日本文化の教養と見識を持った人たち

をもっと多く育成していかなければならない。

自国の文化に深く関心を持つ人は、他国の文化

にも関心を持ち、敬意を抱けるからです。それ

は単に文化への敬意だけでなく、その文化を創

った人々への敬意につながる。つまり、人を大

切にすることが文化を育てていくことなので

す。 

９・１１のハイジャック犯は、ドイツ留学中

にイスラム諸国に対する欧米の無理解と偏見

に怒り、テロリストへと変貌していったと言わ

れています。本来、国際相互理解を通じた平和

を追求するはずの国際交流事業、留学生受け入

れが、なぜ、巨大な憎悪を生み出してしまった

のか。ドイツの国際文化交流政策の問題点は、

国際イーコール海外と捉えることで、国内の異

文化接触に対する目配りが欠けていたことだ

と言われています。これは決して他人事ではな

く、日本も多文化を背景とする人たちが増加す

るなかで、多様な文化や宗教への理解が重要に

なってきます。重要な変化を誘発させることが

できる人を国際社会では「カタリスト」と言っ

ています。化学用語で、触媒という意味ですが、

擬人化されて、崇高な理念や計画のもとで、重

要な変化を誘発させることができる人という

意味で使われるようになりました。国際社会の

抱える課題が年々深化し、国際交流･協力活動

が重要になっているときに、私たちがこの関西

で、日本で、アジアで、どのようなカタリスト

になれるかが大きな課題ではないかと思いま

す。 

 
 

高阪 章 
ありがとうございました。ではＰＲＥＸの井

上さん。コメントをどうぞ。 

 

 
井上 義國  
いろんな貴重なご意見をいただいています。

有田さんの話の中で、民間主導でというので、

いろんな例があげられましたが、ＰＲＥＸも、

その１つでありまして、ＰＲＥＸは今年の４月

で満１７年、１７年前に関西の志高き企業経営

者が、寄進３５億円のうち、８０％を供出して

いただいた。１７年間の間、職員を、毎年、９

人から１０人を手弁当で派遣していただいた。

そういう支援、協力が、いまのＰＲＥＸを支え

ているわけでありまして、関西の企業経営者と

いうのは、大変志が高い。 

今年２月、京都で、例年通り関西財界セミナ

ーというのが開かれました。関西の企業経営者、

３００人程が集まって、いろんな問題について

討議をしました。そのテーマというのが「気概

ある国家、志高き企業」でありまして、誰かが
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ＰＲＥＸの存在に気がつきまして、「ＰＲＥＸ

というのは、誰か官庁からの天下りがいるんで

すか」と。「いや、１人もいません。これはま

ったく民間でやっています」と答えました。と

いうことでＰＲＥＸのことは、あまりご存じな

かった人に話をしましたら、関西の企業経営者

というのは、志が高いなということで、もっと

もっと、国内でＰＲをしないといけないんでは

ないかということで、財界セミナーの席でもＰ

ＲＥＸは何者であるかという説明をさせてい

ただきました。ということで、もっともっとＰ

ＲＥＸもＰＲをし、いいことを、どんどんやっ

ていかなければならないと考えています。 

この「ＰＲＥＸシンポジウム」、今年で３回

目ですが、今年は、やはり、日本の、関西のい

いところを、われわれがもっともっと認識して、

自信を持って、ＰＲをしていかなければならな

いという考え方から、こういうテーマで開催し

ました。ＰＲＥＸに技術研修に来られる方、そ

の方が、一度、関西に来たら、もう１回、大阪

に行ってみたいな、神戸に行ってみたいな、京

都に行ってみたいなと、そう思わせるには、ど

うしたらいいのか。単に技術研修だけではなく

て、せっかく関西にお越しになったんですから、

関西のいいところを短い時間の間に、どれだけ

印象づけることができるか。ＰＲＥＸも、関西

プログラムというのをつくりまして、短い期間

に、研修生の方々が、どこに興味を持って、ど

う見学をしたいのか、楽しみたいのか、という

プログラムをつくりまして、それを選択できる

というのを、どんどん中身を充実していきたい

と考えています。 

パリなんかは、１回、行ってみたいと思いま

す。だれでも思います。あれは何もフランスの

首都だから行ってみたいと思うわけではなく

て、都市の魅力があるから、行ってみたいと。

１回行くと、また、２度目も行ってみたいなと、

また、行ってみたいなと思う。そういう魅力は、

どこから出てくるのかということは、先ほどか

らいろいろ話がありますように、古い物は、関

西には、先ほどの脇田先生のお話のようにたく

さんあります。もう、腐るほどあります。それ

に新しいものを、どう付け加えていくのかとい

うのが問題なのではないかという気もします。

古い物をもっともっと、磨きをかけていくこと

が必要ではないかと思いますし、その辺、ＰＲ

ＥＸも考えていきますし、関西におられる方々

と一緒に磨きをかけていかねばならいのでは

ないかと考えています。 

 

 

高阪 章 
ありがとうございました。いま２回、それぞ

れのパネリストの方から、お話を伺っていて、

いくつか論点が浮かび上がっていますので、ち

ょっと話をさせていただきたいと思います。１

つは最初に青柳さんのほうからミラノ（イタリ

ア）の話とアトランタ（米国）の話があって非

常に面白かったのですが、日本はちょうど歴史

的遺産の長さという意味では真ん中へんとい

う感じになるかもしれません。例えば（シーザ

ーが）「ブルータスよ、おまえもか」といって

死んだ場所のあるフォーラという遺跡がイタ

リアのローマにありますが、あのころは、まだ、

日本に都市というものがなかった時代ですね。

ところがアトランタの話になりますと、これは

もう慶長の話ですね。いま世界で一番いい大学

だといわれているのは米国のハーバード大学

ですが、ハーバード大学が創立された（といっ

ている）のは１６３８年です。ジョン・ハーバ
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ードという人が建てたわけですが、メイフラワ

ー号で着いたのが１６２０年ですから、ちょう

ど、まだ４００年にならないというそういう時

代ですね。 

ところで、私は、この間、ＡＰＥＣの用事で

オーストラリアの貿易投資自由化の進展度を

チェックするという役割で行って来たんです

が、オーストラリアが貿易戦略として、あるい

は投資戦略として重要視しているのはサービ

スですね。先ほど、大塩平八郎は農本主義だっ

たというお話でした。私もよく知らないんです

が、農本主義というのは基本的にはビジブルな

（目に見える）生産物を生産活動とし、インビ

ジブルな（目に見えない）ものをつくるのは生

産的でないという、割と単純な考え方のように

と思います。その点では、社会主義計画経済も

似ていて、最近の中国の国民所得計算――突然、

経済学の話になって恐縮ですが――の改訂も、

結局、サービスを相当無視していたのを、サー

ビスは生産的な経済活動なんだということを

見直すというのが非常に大きな改訂の柱の１

つだったわけです。 

いまわれわれが、ツーリズム、あるいは観光

――ツーリズムのほうが観光というよりは広

い意味らしく、いま山下さんの話では、観光、

イベント、コンベンション、そういうものは全

部ツーリズムに入って来るという話ですが―

―の中身というのは、やはり、そういうインビ

ジブルな（目に見えない）経済活動が生み出す

価値だと思うんです。オーストラリアがいま貿

易だとか、投資だとかの戦略で重要視している

ものはサービスで、なかでもどういうところに

オーストラリアの強みがあるかというと、１つ

は教育サービスです。とくに大学教育。英語圏

であるということが１つの強みですね。ですか

らオーストラリアの大学は、ずいぶん東南アジ

アに大学のブランチ（海外分校）をつくってい

ます。もちろんアメリカの大学もペンシルバニ

ア大学とか、ハーバード大学とかいうところが

ビジネス・スクールとか、パブリック・ポリシ

ー・スクールとか、そういうもので東アジアの

高所得国に進出していっているんです。そうい

う目に見えないサービスという価値が１つの

ビジネス・チャンスである。それは別に国策と

いうこともありますが、もちろんビジネス・チ

ャンスであるからこそであります。 

ちなみに、オーストラリアの場合、先ほどの

国際収支は赤字なんです。ずっとオーストラリ

アは経常収支が赤字で、その赤字はどうやって

賄っているかというと、外国の投資家のおカネ

で賄っている。オーストラリアの企業が社債を

発行して、それを外国人が買っているんです。

それは東アジアのケースのような通貨危機に

はならないと考えられています。というのは東

アジアの借金はドル建てだったんです。オース

トラリアの借金はオーストラリアン・ドル建て

です。だから通貨危機に襲われても怖くない。

つまりオーストラリアドルが下がっても、借り

手は損をしないんです（投資家が損をする）。

それでいて、投資する、しないという意志決定

は、結局、オーストラリアの将来性を投資家が

どう見ているかによっているわけです。そのと

きには、やはり、外貨を稼ぐ力を持っているか

どうかというのが非常に重要になります。 

（話を元に戻すと）オーストラリアは教育、

サービスという強みを持っている。あるいは豊

かな自然という強みを持っている。歴史はどう

ですかという話だと、アメリカもオーストラリ

アも、あるいはニュージーランドもカナダも、

要するに若い国ですから、たかだか２００年、
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３００年の歴史しかないですが、でも歴史を非

常に大事にしている。「一見さん」のわれわれ

観光客が訪れも、「ああ、この国の歴史はこん

なだったのだな」とわかる工夫がしてある。カ

ナダのオタワに行ったときに、歴史博物館があ

りまして、そこの歴史博物館の展示を見ると、

どうやってビーバーだとかの毛皮だとか、ある

いは鮭だとかの水産物だとか、そういうもので

外貨を稼いでいったか。あるいは、そういうも

のがカネになると知って、どれだけたくさんの

移民が入り込んできて、それでインデアンと戦

いながらビジネスチャンスを開拓していった

かというのが克明かつ平明に展示してあって

非常におもしろい。 

問題なのは、そこだと思うんですが、われわ

れは歴史もあり、そのストックもあり、非常に

長い歴史、すばらしい歴史遺産を持っている。

さっき文楽の話がありましたが、文楽を持って

いながら、自分たちの次世代がよく知らないで、

外国人が感心するという、何かねじれた現象が

ありますよね。ここにじつはビジネス・チャン

スが滞留しているのではないかなと思います。

先ほど山下さんが、しきりにＤＮＡとおっしゃ

いましたが、ＤＮＡは、まあ放っておいてもち

ゃんと受け継がれていくんですが、こういう文

化遺産、歴史遺産というのは意識して知らしめ

ないと伝わらないと思うんです。 

先ほどの脇田先生の話は、たいへんおもしろ

いし、先人がどんなに苦労して、おカネを集め

て、発掘して、感動的に残そうと努力されてい

るのがわかるんですが、やはり、われわれの一

番の問題は、そういう物が生かされていない。

（宝は）あるのに、簡単に言ってしまうと宝の

持ち腐れになっている。サービス産業として非

常に重要であるというのは、やはり、それはマ

ニアのものではなくて、ジェネラル・パブリッ

クのものにならないといけない。あるいは、な

らないといけないかどうかわかりません。そん

なポピュラライゼーション（大衆化）は要らな

いという立場もありうるかも知れない。でも、

それは１つのビジネス・チャンスだし、それは

われわれの国の将来にとって重要なことだと

思うのであれば、やはり、持っている（持って

いた）というだけでは駄目で、それを誰でもア

クセスできるようにする必要がある。それが、

やはり、サービスということだと思うんです。 

例えば、単純な話が、いいレストランと悪い

レストランの違いというのは、出てくる食べ物

だけではないでしょう。どういうタイミングで

出てくるか。お客が、どういうタイミングで食

べているかというのをちゃんと見ていて、いい

タイミングで、さっと出てくるというのが大事

でしょう。だから高いんです。そういう目配り

のできる人材がちゃんといるから、いいレスト

ランは高い。それがインビジブルな付加価値と

いうものですね。だから今の話を伺っていて

（思うのは）、われわれには集積がある、けれ

ども次世代にちゃんと移転ができていますか。

それからジェネラル・パブリックにちゃんと知

らしめていますか。まさに、そこがソフト・パ

ワーじゃないんですかね。そこのところのイン

ターフェイス、つなぐのに、どうしたらいいの

か。その知恵を、どうやって出すかというのが

大事なのではないのかと思うんです。 

例えば観光もそうですね。観光でランキング

をあげようと思えばリピーターがいないと駄

目ですよね。子供は段々減りますから。日本が

一番速く減っていますが、じつは東アジアもも

のすごく減っているんです。じつは私はいま、

高齢化と経済成長というテーマでやっていま
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有田 典代 して、東アジアは２０２５年から３０年ぐらい

になったら、殆ど日本に、とくにシンガポール

とか、香港、韓国、台湾というのは殆ど、日本

と同じになってしまいます。ですから子供の数

に頼っているわけにはいかない。パイは大きく

ならない。今まではパイは大きくなっていたん

です。パイが大きくならないので、例えば観光

で国際競争で勝ち抜こうと思ったら、同じパイ

をどれだけ食い合うかという、やはり、そうい

う競争にさらされるという側面があるんじゃ

ないかなと思うんです。 

高阪先生の発言を聞きながら、文化力をアジ

アに、国際協力に生かしていくことができたら

と考えました。今から１０数年前にカンボジア

の文化情報大臣のチェンポンさんという方を

日本にお招きしたことがあるのですが、チェン

ポンさんが言われたのは、同じ国の中で殺しあ

った民族の心をつなぎとめるためには２つの

胃袋が必要だ。１つは飢えを満たす胃袋、もう

1 つは文化を育てる胃袋だ。それに協力をして

くださいと言われました。 

われわれは歴史も美術も持っているし、ある

いは、近場では地震による危機管理の経験だと

か、そういう貴重なソフト・パワーとなりうる

ものを持っているわけですね。ですから、それ

を、どれぐらい生かせるか。そんなものは売り

物にする必要がないという考え方もあるかも

知れません。だけど、やはり、われわれは、そ

ういうのはグローバルに意味があると思うし、

グローバルに意味があるからこそ、われわれは

ミラノまで行くし、万里の長城にも行くし、そ

ういうものは、みんなで分かち合ったほうが、

みんなリッチになっていいのではないかなと

思います。そんなことをちょっと脇田先生の話

と、それから皆さんの話と伺っていると思った

んですが、あまり時間がありませんので、私が

与えられているのは５分ぐらいしかありませ

んが、最後になりますが、会場の皆さんからご

質問を受け付ける前に、一言ずつコメントをい

ただいて、Ｑ＆Ａに行こうと思いますが。それ

では今までの順番を代えて、有田さんから、ど

うぞ。 

そういうお話を思い出しながら、関西が蓄積

を生かして取り組めるものは、文化の国際協力

だと思います。図書館、美術館、博物館、図書

館、神社仏閣などが培っている学習活動、識字

教育、生涯学習、文化財保護や修復の技術など

を戦争や民族紛争で荒廃したカンボジアやベ

トナム、アフガニスタン、パキスタンなどで生

かすことができたら、アジア全体としての文化

力を高めていくことに貢献できるのではない

かと思います。 

そして、平和構築のための人物交流という点

では、例えば、大学において、ヨーロッパにお

ける「エラスムス計画*」のアジア版のような

ものを日本がリーダーシップを発揮して創設

する。グローバル化時代に対応した人材育成を、

日本だけで考えるのではなく、アジア全体とし

ての人材育成を考え、仕組みをつくっていくこ

とが必要だと思います。また、人物交流に関し

ては、地球上の多様な民族、異なる文化･宗教

の人たちが出会い、互いに違いを認め合い、理

解し合い、学びあえる「対話（ダイアログ）の

場」を設けていくことを提案したい。意義ある

交流の積み重ねが信頼関係の構築になるので

すから。 

 

 

 

 33



ＰＲＥＸシンポジウム●パネルディスカッション 

「ＣＯＰ３」を開催した関西からの発信とし

ては、現在もいろんな取り組みがなされていま

すが、地球環境問題解決のためのフォーラムの

ようなものをつくり、多セクターのコラボレー

ションをするのはどうでしょうか。関西にはＵ

ＮＥＰのような国際機関、地球環境センターが

あり、ＪＩＣＡやＰＲＥＸがあり、企業や自治

体、ＮＧＯでもさまざまな取り組みがなされて

います。が、個々の団体･機関が有する経験や

ノウハウ、情報が社会全体のものとして共有化

されていない。これらが連携することは、課題

の所在を明確にし、理念の確立を促し、柔軟で

効果的な活動を展開することが可能となりま

す。多セクターがコラボレーションすることに

よって国際交流･国際協力の意義と内容を広く

市民に知らせることにより、市民の理解が促進

され、活動への支援者の拡大にもつながります。 

関西の文化的魅力をアップさせるためには、

木村さんのお話にあった祭りを例にとれば、平

城京遷都 1300 年事業と四天王寺ワッソの連動

性を図るなど、点として展開されているイベン

トを面として展開することでアピール度が高

まるのではないでしょうか。 

最後に、関西が国際社会において意義ある存

在になるためには、地球社会はどうあるべきか

という国際秩序に対する理念と、地域社会をど

のようにしたいかというコミュニティへの考

え方、そのために、大阪は関西はどのような役

割を果たすのかという明確なビジョンを打ち

出すこと、そして、そのビジョンに基づいて目

標と計画を立てることが重要だと思います。 

*注 エラスムス計画‥ＥＵ諸国における人

材育成計画。科学･技術分野における加盟国間

の人物交流計画の一環として行われる。学生交

流をも含めた大学間交流の促進計画で、１９８

７年創設。 

 

 

高阪 章  
ありがとうございます。ご意見と陳情が重な

ったと思います(笑)。ではその陳情された木村

さんのほうからお願いします。 

 

 
木村 勇  
昨日、大阪に文部科学省の法人なんですが、

大阪日本語教育センターというのがあるんで

す。ここで卒業式がありました。ここでは日本

語を教える学校なんですね。約３００名の方が

出られたんですが、校長先生の話を聞いてショ

ッキングなことがありました。日本に来る留学

生が、どんどん質が落ちてしまっていると、こ

れは、やはり、完全に財政危機の影響だと。文

部科学省も、留学生に対する国費留学生の数を

減らす。地方自治体も財政危機で、奨学金とか

減らしています。やはり、聞きますと、優秀な

海外の学生は、みんな、２股３股かけるそうで

すね。アメリカ、日本、あるいは、どこかの国、

一番、彼らが行きたがるのは、奨学金が多いと

ころだそうです。そこで業績をあげて、勉強で

きる。その点で、私ども財政危機ということで、

地方も、国も奨学金が枯渇しています。日本で

は、そういう優秀な留学生には、与えるおカネ

が、段々減ってきまして、国では、以前１０万

人計画となっていたんですが、もう達成したあ

とは、質を高めようと言っているんですが、質

は高めることは、ご本人の努力であって、私ど

もは何もできないです。いい学校をつくる、い

いシステムをつくるのが、私どもの仕事なんで

すが、それがいま、予算的にはできなくなって
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しまっているんです。ソフト・パワーと言いな

がら、私どもは、自から留学生政策で予算を減

らしている。おまえ何をやっているんだと言わ

れるかもしれませんが、悲しいですね。結局は

日本に人が来なくなってしまっているんでは

ないかということを校長先生から聞きまして、

今後、どうしたらいいのか。選択と集中しかな

いなということで、少しのおカネを、投入する

ことしかないんですが、他からは持って来れな

いということになりますと、選択と集中はいい

言葉ですが、選択されるほうは、なくなるとい

うことです。そういう意味で、日本に対する留

学生は、どうするのか。私ども、文部科学省に

聞いても、方針が出ていません。私自身も、大

阪市でも、奨学金を減らしていますから、数が

減ってもしょうがないというスタンスなんで

す。だけど、これは、いつかは何とかしなかっ

たら、日本のソフト・パワーは落ちるし、これ

は観光など、すべてに影響すると思うんです。

魅力ある国、美しい国というんでしたら、でき

たら私たち努力して、もっと留学生の来る国に

したいと思っています。これは努力目標ですが。 

 

 

高阪 章  
では山下さん、どうぞ。 

 

 

山下 和彦 
 最初に有田さんの話を、ちょっとだけ訂正

させていただきたいんですが、札幌のソーラン

よさこい祭は１４年前に北大の２年生の長谷

川学君が、高知へ行って、よさこいに触発され

てやりだした。最初、１，０００人だったのが、

２００万人になっている。いまおカネが、どう

なっているかというと、札幌市が出しているお

カネは９％弱です。あとは民間、雪祭のほうは、

どうかというと３５％を札幌市が出している

と、こういう状況でありまして、やはり、やり

ようだなという感じがいたします。それが１つ。

それから、なぜ、交流、ツーリズムが大事かと

いう問題、先ほど言いました２つのテーマ、人

間性の回復の問題と、環境問題ということに加

えて、少子化の対策という問題が１つあります。

間違いなく、２０５０年には、１億を割り、そ

して２１００年には、７，０００万人ぐらいに

なるだろうと言われていますが、人口が減ると

いうことは、明らかに国のエネルギーが減って

いくということであります。これを産めよ､増

やせよというわけにはいかない。まだ、どこか

で転換点が出てくるとしても、恐らく、２１世

紀中は、少子化に悩まなければいけないだろう。

これを言ってみれば、交流人口で、何とか、こ

の１世紀、がんばりぬいてみようという意志を

持ったほうがいいと。フランスは５，４００万

人の人口ですが、観光客が８，０００万人フラ

ンスに来ています。計算上、計算式は言いませ

んが、１，０００万人で、お客が来たら、２０

０万人人口が増えたのと一緒という計算式が

あります。それでいくと、８×２ですから、１，

６００万人人口が多いのと一緒、表高は、５，

４００万人の人口ですが、実高は７，０００万

人の人口を抱えているエネルギーを持ってい

るというのがフランスなんです。国際社会のな

かで、さしたる産業もないのに、威張っておら

れるのは、やはり、ここだというふうにも思う

わけです。とりあえず、そういう意味で、少子

化対策という意味も込めて、これをやらないと

いけないということが、もう１つあります。そ

れからもう１つは、国際収支の問題、いま黒字
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だからいいよと、おっしゃっていましたが、物

の収支は、現在、確かに１０兆円の黒字です。

ところがＯＤＡで１兆円出るでしょう。それで

観光収支で、３兆円の赤字なんです。ですから

日本の国際収支は現在、６兆円内外というのが、

現在の相場なんです。ところが物の出入り勘定

が、いつまでも黒字基調でいられるかどうかと

いうのは、これはなかなか、わからない。中国

の問題、アメリカの問題、いろいろあります。

日本の経済の問題もあります。ですから、少な

くとも、観光収支のマイナス３兆円ぐらいは、

速やかにイーブンにしなければならないとい

うことがあるわけで、ビジット・ジャパン・キ

ャンペーンが始まったのも、そのせいなんです。

じつは悪かったのは、その前に、逆さまのこと

をやっているんです。黒字が貯まってしまって、

もう、あっちからこっちから言われてしょうが

ないから１０ミリオン計画、１，０００万人を

外に出しましょう。ジャブジャブ、カネを外で

使ってこいと言った２０年ほど前のツケが、い

まここへきて、来ているわけです。逆さまのこ

とを、いま安部内閣が言い出しているわけです。

ですから、そういう方向に来ているということ

は、１つ考えなければいけない。それからもう

１つ、このツーリズム産業、交流産業とでもい

うのか、これは非常に優れて、労働集約型なん

です。これからロボットなんかが出てきて、ど

んどん省エネが流行ってきますが、ここだけは

労働集約、やはり、おもてなしの心というもの

を伝えなければならないから、これはロボット

では伝わらないわけです。そういう意味では、

労働集約ということにおいて考えると、雇用創

出の安定的な供給ということの可能性も大い

にあるということであります。そして最後に言

いたいのは、１９６５年あたりから始まったマ

ーケッティングの考え方、これはモダン・マー

ケッティングと言っていますが、基本的に歩む

べき方向一般を決めると。そのためにどうする

か。調査と分析ということを中心にやってきた

んです。ところが時代のうねりが、早すぎるも

のだから、人々の心移りが速すぎるものですか

ら、調査、分析だけでは、どうしても後追いの

マーケッティングになりかねない。言ってみる

と、極端なことを言うと、昨日の天気予報みた

いな部分も出てくる。昨日が雨だったか、天気

だったか、別に聞かなくても、わかっているわ

けですね。そういうマーケッティングでは、ど

うも、これからやっていけないということで、

ポスト・モダン・マーケッティングというよう

な考え方が、いまジワジワと出てきているのが、

主軸になるのは、創造性がなければアカンと。

それからもう１つは、芸術性がなければイカン

と。そして分析力よりも、むしろ大事なのは、

洞察力であるというような考え方が、いまジワ

ジワと出てきております。具体的に何をやるか。

魅力アップを、どうするかというようなことを

考えなければいけないときに、調査、分析で、

どう考えるかというのでは、どうも後追いにな

る。従って、創造的、クリエイティビティいっ

ぱいに、そして芸術性の高い、洞察力を持った

仕組み、そういう仕掛けを考えていくというこ

とが、ソフト・パワーを送り出していく根源に

なってくるんではないかというふうに考えて

います。 

 

 
高阪 章  
最後になりましたが青柳さん。 
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青柳 明雄 
山下さんのソフト・パワーの話を聞いていて、

そんなこと、私にできるかどうか、私自身は自

信がありませんが、失敗から学ぶということが

ありますので、きょう、いろいろと皆さんがお

っしゃっているように動かなければいけない、

活動をしなければいけない、継続しなければい

けない、工夫が必要だということから、私の失

敗を１つお話をします。 

１２月の１日でしたが、タイの副首相兼工業

大臣さんがお越しになりまして、そのときに、

一緒にサティットさんというタイの投資委員

会の長官が来られました。それで会議の席上、

正面に座りました。「どこかで見たな、この方、

一度、会っているな」と私は思いました。向こ

うも私の顔を見て、どこかで会ったなと、ニャ

ッとしているんで、何だったかなと思って、よ

くよく聞くと「あんたの顔をテレビで見たよ」。

私も「あんたの顔をテレビで」。要はテレビ会

議をやっているんですね。先ほどご紹介した人

材育成事業のときに、向こうはタイの代表とし

て､何かあいさつを、私も関西の経済界の代表

としてあいさつ。だから顔はわかっていたんで

す。どこで会ったかが、覚えていない。ところ

があとで調べたら、そのサティットさん、なん

とＰＲＥＸの研修のＯＢだったんです。なんの

研修ですかね。１０数年前にＰＲＥＸへ研修に

こられていた。よくご記憶で、「三田さん、元

気ですか」「元気でやっていますよ」という会

話がありました。ということで、ＩＴ技術を導

入して、これは井上さんがリードしていただい

て「もっとＩＴ技術を利用して、しっかりした

研修をやろうじゃないか」ということでやって

いる。その私自身が、ＩＴ技術に踊らされたと

いうか、大失敗をいたしましたので、そういう

こともあったということをご報告します。 

もう１つ、危機感ですが、あまり、こういう

話をしてはいけないのかもわかりませんが、い

まアメリカの国務省では、親中派が、圧倒的に

親日派を凌駕しているそうです。親中派だらけ

だそうです。殆どが。あの人は親日派、よく日

本をわかっている方というのは、少ない。それ

は、なぜかというと、アメリカ政府が、まず、

自分たちを知ってもらわなければ、中国との関

係はうまくいかないと判断して、すでに相当前

から、中国の方を呼んできて、国務省で研修さ

せているそうです。そのときに日本からは殆ど、

そういう研修に行きたいとも言わなかったし、

呼んでくれとも言わなかった。これはまず、自

分のことを知ってもらわなければ、人は自分の

意見を聞いてくれないよということを示して

いる１つの大きな例だと思います。関西に来て

いただいて、観光でも、あるいは、ビジネスで

もいい、そのときに、私どもが、そういうアメ

リカ国務省的な努力をしているかどうか。これ

は経済界としても大きく考えなければいけな

いなと思っています。幸いなことに名前は申し

ませんが、関西の有名な企業は、「最近、留学

生、日本で勉強していらっしゃる留学生でもい

いですよ、インターンの方でもいいですよ、ぜ

ひ、私のところに就職したかったら、相談に来

てください。ホームページを開いています。そ

れから逆に、いま関西で、日本で、勉強してい

る外国人の方で、国に戻って、私どもの会社に

入りたい方も、相談してください。それから逆

に日本人で、日本人だけど、海外の、あの国で

働きたいなという人も、応募してください」と

いうことで企業の人材登用に対する考え方も、

ずいぶん、グローバルになってきていますので、

かなり時代は変わってきたなと思っています。 
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高阪 章  
ありがとうございます。もう１０分しかあり

ません。ご質問のある方、挙手していただいて、

その方々のご質問をまとめて受けさせていた

だくということにさせていただきます。  

４人ですかね、４人の方にマイクをまわしてく

ださい。 

        

その意識の１つですが、日本を始めとして東

洋では、５００年、１０００年、同じ歴史、言

語、文化を共有する集団としてずっと来ている

わけですね。韓国も、そうでしょう。いわゆる

白人の、西洋人の国というのは、そうじゃない

ですよね。カフカという文学者は、その人はユ

ダヤ人ですね。大学で勉強して、小説を書くの

はドイツ語ですね。国籍はというとチェコです

ね。こういう３つの国に跨ってというのは、日

本ではあまり考えられないかなと。そういうこ

とを引け目に感じることも真似ることも入り

ませんし、手ごわい相手のことは知っておかな

いとアカンやろうと。そういう辺りで、国際交

流というのは、和気藹々の仲良しではなくて、

われわれ人間は、社会性生物としていますから、

その根っこは、そういう意味の本能的バトル、

相手をやっつけるのではなくて、自分のための

仲間増やしだと。それをみんなで議論して結論

を出す必要がないんですが、ホワイの議論もし

てほしいかなと思います。クリントン大統領の

あとのほうの国務長官のマーサー・オルブライ

トは、確かポーランドの２世か、そんなもので

すね。フィリピンから来られて、外務大臣をし

ておられる。こういう感覚ですから、相手は、

そういう国なんだなという議論がいるかなと、

それがホワイに結びつかないかなということ

です。 

 

 

参加者１  
ＮＨＫのテレビで、５人の関西の知事が話し

ておられたのを聞きましたら、ご自身たちの集

団、つまり県庁になるんですか、ハウツーは強

いけれど、ホワイの掘り下げがイマイチだなと、

こうおっしゃっていました。皆さん自分で、そ

うおっしゃっていました。そういうとこら辺で、

ホワイの議論を国際交流ということでも、もう

ちょっとしたらどうかなと思います。 

 

 

参加者２ 

２つありまして１つは、関西の魅力、関西の

文化ということを盛んに言われて、これを皆さ

ん、紹介する必要があるという、きょうの主張

を聞いていまして、非常に矛盾を感じました。

ＯＤＡでＪＩＣＡからおカネをもらって、ＰＲ

ＥＸが研修をやっているわけですが、残念なが

ら観光という部分は、予算がつかない。これか

らますます減るという方向にいっておるのが

現状だと認識していまして、せっかく、これか

ら観光でもわざわざ日本に来て大阪城を初め、

文楽や、そういうものを見て帰ってくだされば

お国に帰って、ＰＲして、また、来ようかとい

うようなこともあろうかと思いますので、その

ＯＤＡの税金を使っていますので無駄遣いは

したらいけないという考えだと思うんですが、

これに対して、皆さんのコメントをいただけま

したら。もう１つは大阪市の木村さんに質問で

すが、確か同済大学が、今度、大阪に分校をつ

くる。これは非常にいい話だと思うんですが、

それの今後の予定とかわかりましたらお願い

します。 
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参加者３ 

木村部長さんにお伺いしたいのですが、私は

先月、中国の高校生数１０名を 1 ヶ月ほど受け

入れまして、1 週間ほどプログラムを企画いた

しましたが、訪問先の選定が非常に難航しまし

た。１つは日本の高校で、中国の高校生とのデ

ィスカッションを受け入れる先、もう１つは単

なる寺社仏閣とか、茶道､華道とかの文化体験

ではなくて、中国の高校生は、それを支える家

元制度というか、ビジネスのようなものも説明

を求めているんですが、そういうことを話をし

てくださる先の選定などが難航しました。大阪

市さんでは、修学旅行生を海外から誘致するこ

とに非常に熱心であると伺っていますので、具

体的に、今後、関西での受け入れ皿の拡大とか

を、どのようにお考えなのかをお教えいただき

たいと思います。 

 

 

参加者４ 

歴史があって、遺産があって、ストックがあ

ってという、その話はよくわかりましたし、そ

れには、どう知恵を出して、いかにアクセスす

るかという、その話も、よくわかったんですが、

それではその先の展望というのは、いったい誰

がつくって、どういうふうな環境の基にやるか

という、こういう疑問を解かない限り、話は前

進しないんではないかと思います。ちょっと文

楽にこだわるんですが、じつは大阪にも子供が

文楽をやっているのが例えば和泉市でやって

いたり、今度、講演をやったりとか、それから

文楽座の近くの高津小学校は地元ということ

でやっていたりとか、それから能勢は江戸時代

からの、これは大人のやつがあって、いま子供

も始めていますが、そういう非常に隠れた遺産

的なものがあるんですが、それじゃあ、これを

まとめて、どこがやるか。大阪市は絶対にやら

ないと思うんです。よその市のことまで面倒を

見られませんというし、まして、広告代理店が

そういうことをやるかというと、こんな儲から

ない仕事はやりませんというと思います。それ

じゃあＮＰＯさんに任すかというと、これはま

た、口はあっても、あまり力がないかもわから

ないから、恐らくやらないでしょう。そうする

と結局、そういうものが宙に浮いたまま、結局、

遊びの言葉として何となく浮遊しているとい

うような、そういう印象があるわけです。甲子

園の大会というのは、じつは、これは歴史に詳

しい方、ご存知かもわかりませんが、ワールド

カップのサッカーよりも歴史は古いんですね。

今年で８９回ですか。まあ新聞社と私鉄という

２つの企業が、大正年間の、そういう１つの文

化として創造したわけですが、なぜ、それが９

０年近く経て関西の地で、そういう風土があり

ながら、育たないのかという。まあ企業、組織、

団体の問題があるんですが、結局、私は個人的

には、人の問題ではないかと思うんです。やは

り、旗を振って、おもしろがってやってくれる

人、そういう人が、船場の旦那衆の話も含めて

申し上げれば、大阪にいなくなったのではない

かということ。その辺は、もう、きょう壇上に

いらっしゃる方も含めて、何かそういうおもし

ろいことに先頭を切って走るような方が、どう

いう格好でつくればいいのか、そういうことに

お答えがあれば教えていただきたいというこ

とです。 

 

 

 

 

 39



ＰＲＥＸシンポジウム●パネルディスカッション 

高阪 章  

最後に脇田先生、お願いします。 

 

 

脇田 修 

さっき言い忘れたんですが、私ども日本史を

やっていますと、各国の日本研究者と仲良くな

るんです。そのときに言われたことで、１つ思

い出しました。それは日本の友人方は、少し仲

良くなると、みんな、仲良くならなくてもご馳

走をしてくださる。ところが、そのご馳走は、

家の外でしてくださる。そんなことをして欲し

いとは、私は思わない。そんなことよりも家へ

呼んでほしい。そういうことを言っていた。こ

れは日本研究者ですから、とくに日本人が、ど

ういう生活をしているか見たいんだろうと思

うんですが、それを思い出しました。確かに、

そういえば私は、外国へだいぶん行きましたが、

大抵、友だちの家へ呼んでもらって、それでご

馳走なんかでないですよね。お酒だけ飲んで、

みんな会話を楽しむだけです。日本語をしゃべ

ってくれる友だちばっかりなんですが。ちょっ

と、その辺、それは一言申し上げて置こうと思

いました。 

 

 

高阪 章 

お答えを願います。木村さんから。 

 

 

木村 勇 

まず、同済大学の件ですね。中国の大学が日

本へ来て、分校をつくるという話なんですが、

じつは非常に彼らは現実的です。来る以上は、

土地を出せ、学校を出せ。例えば立命館が別府

に行きましたね。地元が土地も出しましたね。

校舎をつくるカネも、そういうことは基本的に

は、商売ベースで考えたほうがいいと思うんで

す。役所だからカネを出す時代ではありません

し、役所がカネを出して、そして学校がつぶれ

たら、これは市民の税金の無駄使いですから。

いまの同済大学は来る可能性はあります。それ

は某私立大学とも、連携しながら来ると思いま

す。それから文楽も先ほど、私はその話を聞い

て、役人として、無力を感じるんですが、役所

ははっきり言いますと、自分の権限外のことは、

なかなかしようとしません。いまお聞きしまし

て、そういう方は、ぜひ、ＮＰＯをつくるべき

です。私は役人でありながら、そういう方に「ハ

イ、おカネを出しましょう」とは絶対にできな

いです。だから私は、日本の場合でも、辛いん

ですが、いまの役所は、おカネをばらまく余裕

がないんです。これは私らの責任もあるんです

が、だから基本的に、そういうグループさんは、

自分でやらないとしょうがないんです。プロデ

ューサーは自分でやる。私は、きょう日豪交流

年事業誌を持ってきましたが、そこに日本文化

セミナーというのがあると思います。それは大

阪の人、私と同じ年の人ですが、自分で一生懸

命文化活動をやっているんですが、かれは自費

で現地へ行ってもらったんです。それでモナシ

ュ大学で、私は先生に頼み込んで、そういうセ

ミナーを開いたんです。絶対に大阪人はできま

す。役所に頼らなくてもできます。私たちは、

そういう海外へ行きたい事業とかがありまし

たら、お手伝いをします。地元を信じてくださ

い。そこがしてくれるかどうかわかりませんが、

情熱を持ってやってください。それが日本を救

う道だと思いますので、役所がしてくれないか

ら、やらないというのは、それはアカンと思い
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ます。私も役人ですが、したいけど、できない

状況が、たくさんありますので、役人がしてく

れないから、しないんじゃなくて、ぜひ、なん

らかの形で、つづけてください。文楽に目が開

かれるかもしれないし、これは保証できません

が、お願いします。 

 

 

有田 典代 

私は、公益活動をすべて官が担う時代は過ぎ、

これからの公益活動は、官と民（市民、ＮＰＯ、

企業など）が積極的に担う時代であると思いま

す。ただ、財源の確保と人材の育成の課題があ

ります。特に、公益活動を行うＮＰＯにとって

活動資金の確保は大きな課題。今後、ＮＰＯの

資金確保と密接に関係してくるのが、新しい公

益法人制度の施行です。公益法人制度が変わり、

これまで以上に公益活動の質が問われてきま

す。寄附文化も活発化し始めると考えられます。

ＮＰＯが独立したセクターとして育っていく

ためには、ＮＰＯ自身はビジョンを明確にし、

運営の透明性を図り、信頼性を高める努力をし

ていく。一方、社会も広く民間による活動支援

を促進していくことが必要です。また、私ども

のような中間支援組織がＮＰＯを育てる努力、

力量形成、活動環境整備を行うことが必要でし

ょう。 

高校生の修学旅行における文化体験の受け

入れについてですが、この piaＮＰＯには約３

０のＮＰＯが入っており、環境保全、人権擁護、

子ども支援、外国人の相談をはじめ、舞台芸術

のＮＰＯ、アートＮＰＯを支援するＮＰＯ、中

国と交流するＮＰＯなど活動は多様です。pia

ＮＰＯの目的の一つに、国際理解の促進、教育

機関との連携があり、小中高校の総合学習から

社会見学、大学のフイールドワークまで受け入

れ、入居団体に話をしてもらいます。私どもの

会員団体にも日本の文化理解を促進するため

の取組みをやっているＮＰＯがありますので、

相談に来てください。ＯＤＡに観光予算がつか

ないという話ですが、観光の捉え方にもよるの

ではないですか。文化財保護等にはつくように

なってきていますので、切り口の問題ではない

かと思います。あとは専門家がいらっしゃるの

でお任せをしたいと思います。 

 

 

山下 和彦  

私はいつも、こういうことを言っているんで

す。関経連だとか、同友会だとか、もう祝詞の

時代は終ったと。いろいろ提言書をつくるのは

上手だと。だけでも、そこでしまってしまった

ら、もうアカンと。祝詞をあげても、今頃、「お

ーと」と神主さんが言って、神さんが降りてく

るというようなことになっているけれど、祝詞

では、もう神さんが降りてこないよと。各々が

身丈にあったところで具体的に何かをやると。

これは、どうしても何かをやるというのはおカ

ネが付き物ですから、そんなに大それたことは

できないということであれば、それはそれでい

いと。少しがんばったところでやってみようと。

身丈にあったところでというのは、私は、そう

いうことだと思うんです。一人ひとりが身丈に

あったところで何かを具体的にやるというこ

とになると、それが集積して、たいへん大きな

エネルギーになってくると思いますから、もう、

皆さん、評論家にならずに自分たちのできるこ

と、細かいことでも何でもいいから、身丈にあ

ったところで、自分に合うところでやってみる

と。これが大きなエネルギーを生むんではない
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井上 義國  でしょうか。 

 さっきハウツーからホワイというお話があ

りましたが、ホワイではなくて、ホワットでは

ないかと思うんです。何をやるのかということ

だと思います。ですから、先ほどもどなたかお

っしゃいましたように１つずつ､結局、やって

いくしか手がないわけでして、ＰＲＥＸがやっ

ているのは、企業の中堅マネージャーの育成に

重点を置いた人材育成の協力をやるというこ

とをやっていまして「ミドル・マネージャーの

育成なら、まず、大阪へ行けや」という、そう

いうことにアジア、太平洋地区が、まず、なっ

てくれることを、われわれは願いにしておりま

す。 

 

青柳 明雄  

先ほどミラノ市長の話をしました。そのとき

に、私が個人的に感じたのは「このやろう、い

い格好ばかり言って」と思いました。それで見

返してやろうと思ったんですが、1 人ではでき

ない。３年計画を立てまして、３年目にミラノ

における関西展というのを挙行しました。１年

目に観光誘致、２年目は産業誘致、ステップを

踏んで、３年目にやりました。３年間、ミラノ

にこだわるのに、何か意地があるのかと思われ

るぐらいにこだわった結果、大阪府知事も、来

ていただいたし、京都府知事も来ていただいた

し、主な方にも参加いただいて非常に現地で受

けがよかったんです。いま、そのミラノとの関

係はまだまだ、連綿としてつづいています。や

る気があって、道を探していけば、絶対にうま

くいくなと、そのときには、じつは大阪府の支

援も得て、文化関係の方、三味線とお琴でした

かにも来ていただくことができました。やり方、

仕組みづくりが必要だと思います。文化、観光

というと、おカネがかかりそうです。私の経験

から言いますと、アメリカにいましたときも、

日本ででも、外国人が来た時に、家ですが、お

茶を出しました。お薄です。自分で、目の前で、

お薄を立ててあげて、みんな飲みつけないから、

「苦いな」と妙な表情を見せるんですが、私は、

これは禅でいうと、これを飲み干すことによっ

て、世界を飲み干すことになるんだよ。これが

禅文化であると説明しています。おカネのかか

らないこういう知恵があるということをお教

え申し上げます。 

事実、ＯＤＡのカネを使うのが、主体なんで

すが、最近は年に、２つか、３つは、途上国の

ほうが旅費と滞在費は、自分で持つから、ＰＲ

ＥＸで研修をしてくれというふうな依頼が、舞

い込んでくるようになりました。こういうもの

が、どんどん増えていくと、中堅マネージャー

を育成しようと思ったら、まず、ＰＲＥＸに出

せやというふうな風潮ができれば、それでもう、

相当、関西のＰＲになるわけです。だから何を

やるのかということを決めて、小さなことを１

つずつ積み重ねていくということが大事なの

ではないかということです。 

文楽の問題も出ましたが、文楽も、義太夫、

長唄というのは日本人が聞いても、よくわかり

ません。最近、日本語のスーパーインポーズを

付けるということが、とうとう成立したみたい

で、あれも義太夫の関係者、文楽の関係者が、

ずいぶん反対したようでありますが、外国人に

はフランス語で、英語で付けるとかがあります

が、日本人がわからないわけですから、日本語

のスーパーインポーズを付けることによって 
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文楽の理解を、さらに深めて、広げて行こうと

いう活動が始まりました。だから、関西が文楽

の源だと言うなら、文楽を国際観光の中の１つ

の目玉にしようではないかということで、どん

な工夫を凝らし､どんなＰＲをすれば、そのた

めに人が来てくれるのかとか、そういうホワッ

トというのを、これから１つずつ学んでいくの

が大事なんではないかと思っています。ＰＲＥ

Ｘも、その１つでありまして、今後の、ご後援

をよろしくお願いします。 

     

 

高阪 章  

ありがとうございました。３０秒だけラップ

アップの形を取らせていただきます。１つ、脇

田先生から、国際交流というのは基本的には、

一番根っこのところは、個人と個人の交流で、

これは自分の普段の生活がちゃんとお互いに

理解できあえるということが１つ大事なこと

だというご指摘を頂きました。もう１つ私が指

摘したいのは、とくに若い世代が非常に重要な

役割を果たすと思うのですが、一番、日本人で

心配なのは、対話力が非常に落ちていて、１対

１でパーソナルに対話をする能力が、次の世代

が非常に欠けているという点です。教師根性で

「いまどきの若い者は…」という感じなのかも

しれないですが、（対話力が）欠けています。

ですから恋人同士でも、お互いにマンガを見て

いるとか、なかなか目と目を合わせてしゃべる

ということが苦手になってきている。これは非

常に危ないので、個人と個人がちゃんとコミュ

ニケーションできるというのはほんとうの基

本なんですが、その大本のところがぐらぐらし

ているので、そこのところは、われわれも教育

者として何かやる必要があるかなというふう

に思っています。ちょっと時間のマネージメン

トが悪かったんですが、最後のほうで、だいぶ

盛り上がってきましたから、それはお許しいた

だくとしまして、私の司会の役割は、これで終

りとさせていただきます。ありがとうございま

した。 

 
 


